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　平成28年度も残りわずか。目を閉じるとこの１年の出来事が走馬燈のように脳裏を
駆け巡ります。絶好の好天で開幕した平成28年度最初の事業である春祭り事業。多く
の参加者で溢れかえり、苦しいながらも、笑顔と感動で満ちた１年が始まりました。
　「Just Do It YEG ～あくなき挑戦～」というスローガンの下、福井YEGメンバーと共
に取り組みたかった事は、「YEGは挑戦する団体である」ということ、「失敗を恐れず
に前に向かって歩み続ける団体である」ということ、そして、何より例会や事業を構
築し、同じ時間を共有する事によって、メンバーの1人1人が、YEGの中に「居場所」
を作ることでした。
　45歳定年制という限られた時間の中で、一瞬一瞬を目一杯に輝き、がむしゃらに突
き進む事によって、会社でも家庭でも得ることのできない貴重な体験と、素晴らしい
思い出と、そして一生の仲間を作る。これがYEGの醍醐味であり、原点であると思いま
す。そのため、各委員会には今まで以上に多くの例会や事業、また、全く新しい事業
の構築等、多くの事に「挑戦」して頂き、素晴らしい成果を挙げて頂きました。例会
や事業が終わった後の、達成感に溢れたメンバーの顔を見ていると、改めてYEGの素晴
らしさを実感しました。
　今年度は、数多くの例会や事業を展開してきましたが、会長１人では何もできませ
ん。委員会をしっかりと導いてくれる副会長と委員長。そして、委員長を支える副委
員長と委員会メンバー。メンバー１人１人の力添えがあってこの１年を乗り切ること
ができた事に、心から感謝を申し上げます。素晴らしい１年を送らせて頂きまして本
当にありがとうございました。

福井商工会議所青年部

平成28年度会長

山 岸　範 之

Just Do It YEG
～あくなき挑戦～

Just Do It YEG
～あくなき挑戦～

会長あいさつ
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結束～人を繫ぎ、地域を繫ぎ、未来へ繋ぐ～
平成28年度は、福井商工会議所青年部連合会会長として「結束」～人を繫ぎ、地域を繫
ぎ、未来へ繋ぐ～をスローガンに活動させていただきました。
人を繫ぎ
本年度は９月に福井県青年友好４団体締結式という事で、福井県商工会議所青年部連合
会、福井県商工会青年部連合会、福井県中小企業団体青年中央会、日本青年会議所北陸信
越地区福井ブロック協議会の４団体が友好関係を締結しました。団体は違いますが、同世
代の仲間が地域の未来を良くしたいという想いのもと活動しています。この締結が今後よ
り深い人の繋がりとなって明るい未来を創造する事を期待します。

地域を繫ぎ
平成25年度に福井県連では「未来ビジョン宣言」を発表しました。キャリア教育事業にお
いても、まちづくり事業においても郷土愛を育む取り組みに力を注ぎ、まちの発展も、ビ
ジネスの発展も郷土に根ざす人づくりであるという理念のもと未来ビジョン委員会が活動
を続けています。本年度は県内７単会がこの理念に沿った事業を同時期に開催する事がで
きました。この活動が更に発展し、来年度は県の協力をいただきながら、県内７単会が同
一の事業を開催できる流れも見えて来て非常に楽しみです。

未来へ繋ぐ
本年度の大きな決定事項として、昨年度より誘致活動を行っていた平成32年度全国大会開
催を近畿ブロック内で承認いただく事が出来ました。福井県連が主管となって鯖江の地で
開催を予定しています。YEGとして活動する中で全国大会を現役として経験できるチャン
スは本当に貴重な事です。是非ともメンバー１人１人が主体的に関わり、福井県連全体の
力で全国大会の開催成功に向けて歩んで行きましょう。
人は自分自身でどんなに磨いても限界がある。
しかし人は、他人とのちょっとした出会いで、一瞬で変わる。
「人は人でしか、磨けない」
私のYEG生活において、人との出会いと繋がりこそが財産であり学びです。
YEG活動で培った繋がりを大切にし、さらに広げ深める事で、今後も自企業の発展、自分
自身の成長、そして地域の発展へと繋げて行きましょう。
最後に、１年間支えていただいた岡山専務理事、佐々木会計、事務局、本当にありがとう
ございました。
非常に充実した１年をありがとうございました！

福井県商工会議所青年部連合会

平成28年度会長

高 木　秀 樹

結束
～人を繋ぎ、地域を繋ぎ、未来へ繋ぐ～

結束
～人を繋ぎ、地域を繋ぎ、未来へ繋ぐ～

県連会長の言葉
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第
31
回
ふ
く
い
春
ま
つ
り
参
画
事
業

第
31
回
ふ
く
い
春
ま
つ
り
参
画
事
業

　

福
井
城
址
の
堀
底
を
会
場
に
、
桜
男
と
呼
ば
れ
た
岩
堀
貞
雄

氏
の
物
語
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
演
劇
「
サ
ク
ラ
男
」
の
上
演
や
、

桜
の
名
所
を
め
ぐ
る
ま
ち
歩
き
、
お
堀
で
カ
フ
ェ
、
桜
野
点
、

笏
谷
石
ブ
ー
ス
な
ど
、
春
の
福
井
の
観
光
資
源
・
桜
を
愛
で
る

こ
と
を
テ
ー
マ
に
各
コ
ン
テ
ン
ツ
を
企
画
運
営
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、「
サ
ク
ラ
男
」
で
は
市
内
演
劇
部
の
高
校
生
の
皆
さ

ん
、
桜
野
点
で
は
順
化
ジ
ュ
ニ

ア
リ
ー
ダ
ー
の
皆
さ
ん
な
ど
次

世
代
の
子
ど
も
た
ち
と
の
企
画

運
営
は
、
我
々
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ

ン
バ
ー
と
し
て
も
大
き
な
気
付

き
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

開
催
当
日
の
4
月
2
日
は
、

快
晴
・
桜
満
開
と
い
う
絶
好
の

日
和
に
も
恵
ま
れ
、
本
当
に
多

く
の
方
々
に
ご
来
場
頂
く
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

４
月
定
期
総
会

４
月
定
期
総
会

　

４
月
20
日
（
水
）
18
：
30
よ
り
、
福
井
商
工
会
議
所
ビ
ル
地

下
国
際
ホ
ー
ル
に
て
総
務
・
渉
外
委
員
会
担
当
の
４
月
定
期
総

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

４
月
定
期
総
会
は
平
成
27
年
度
の
活
動
を
総
括
す
る
と
共

に
、
平
成
28
年
度
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
新
た
な
体
制
で
ス
タ
ー
ト
す

る
た
め
の
重
要
な
会
議
で
す
。

　

冒
頭
、
去
る
4
月
14
日
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
に
よ
り
亡
く

な
ら
れ
た
方
々
に
哀
悼
の
意
を
表
し
、
黙
祷
を
行
っ
た
後
、
青

年
部
会
員
一
同
に
よ
り
商
工
会
議
所
青
年
部
の
歌
「
伸
び
ゆ
く

大
地
」
を
斉
唱
、
朝
田
君
の
「
Ｙ
Ｅ
Ｇ
宣
言
」、
玉
村
君
の
「
綱

領
」
朗
読
・「
指
針
」
唱
和
が
行
わ
れ
、
山
岸
会
長
よ
り
挨
拶

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
後
、
平
成
27
年
度
森
下
会
長
よ
り
退
任
の
挨
拶
が

行
わ
れ
、
１
年
間
の
活
動
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
会
員
全
員
に

感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
森
下
会
長
、
１
年
間
本
当

に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
会
員
一
同
を
代
表
し
て

山
岸
会
長
か
ら
平
成
27
年
度
森
下
会

長
に
花
束
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

　

４
月
定
期
総
会
は
無
事
終
了
し
、

そ
の
後
、
同
会
場
に
て
集
合
写
真
を

撮
影
し
ま
し
た
。

４
月
度
例
会

４
月
度
例
会

　

４
月
20
日
（
水
）
20
：
05
よ
り
、
福
井
商
工
会
議
所
ビ
ル
地

下
国
際
ホ
ー
ル
に
て
総
務
渉
外
委
員
会
担
当
の
４
月
例
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

４
月
例
会
は
、
平
成
28
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
「Just D

o It 
YEG

～
あ
く
な
き
挑
戦
～
」の
下
、

こ
れ
ま
で
築
き
上
げ
て
き
た
事
業

を
よ
り
素
晴
ら
し
い
も
の
へ
と
発

展
さ
せ
る
た
め
、
会
員
１
人
ひ
と

り
に
会
長
並
び
に
各
委
員
長
の
活

動
方
針
に
込
め
た
思
い
を
理
解
し

て
い
た
だ
く
と
共
に
、
各
委
員
会

内
で
「
①
会
員
の
結
束
、
②
年
間

の
挑
戦
目
標
、
③
会
員
の
増
強
」
を
テ
ー
マ
に
３
つ
目
標
を
立

て
て
頂
き
、
委
員
会
の
結
束
と
組
織
の
強
化
を
図
っ
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
例
会
で
は
委
員
会
毎
の
テ
ー
ブ
ル
に
分
か
れ
て
頂
き
、
今

年
度
の
活
動
内
容
を
交
え
な
が
ら
、
３
つ
の
目
標
に
つ
い
て
活

発
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

各
委
員
会
と
も
し
っ
か
り
と
意
見
を
出
し
合
っ
て
頂
き
、
最

後
、
そ
こ
で
出
た
意
見
を
各
委
員
長
に
発
表
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

本
例
会
で
発
表
し
て
頂
い
た
３
つ
の
目
標
は
、
今
年
度
の
委

員
会
議
事
録
に
記
載
し
て
も
ら
う
ほ
か
、
福
井
商
工
会
議
所
青

年
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
。

代
議
員
総
会

代
議
員
総
会

　

５
月
14
日
（
土
）
15
：
30
か
ら
福
井
県
商
工
会
議
所
青
年
部

連
合
会
代
議
員
総
会
を
福
井
商

工
会
議
所
ビ
ル
コ
ン
べ
ン
シ
ョ

ン
ホ
ー
ル
に
て
主
管
開
催
し
ま

し
た
。

　

代
議
員
総
会
は
、
岡
山
専
務

理
事
の
司
会
進
行
の
下
、
厳
粛

に
進
行
さ
れ
、
平
成
27
年
度
事

業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
（
監

査
）
報
告
、
平
成
28
年
度
事
業

計
画
（
案
）
並
び
に
収
支
予
算

（
案
）
が
い
ず
れ
も
無
事
に
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

代
議
員
総
会
後
は
、
ラ
ン
チ
ェ

ス
タ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
金
沢
代

表 

小
嶋
隆
史
氏
に
よ
る
講
演
会

を
開
催
。
講
演
テ
ー
マ
は
「
立

て
直
し
成
功
事
例
か
ら
み
る
ラ

ン
チ
ェ
ス
タ
ー
戦
略
の
ポ
イ
ン

ト
」
で
、
具
体
的
な
数
字
を
基

に
濃
密
な
講
演
を
い
た
だ
き
、

活動報告
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こ
の
例
会
で
は
、
１
０
０
名
以
上
の
様
々
な
業
種
の
メ
ン

バ
ー
が
、
自
社
成
長
の
た
め
に
挑
戦
し
て
い
る
様
々
な
取
り
組

み
を
知
っ
て
も
ら
い
、
会
員
間
の
異
業
種
交
流
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
う
事
で
会
員
各
自
の
自
社
成
長
の
た
め
の
新
た
な

視
点
を
発
見
し
て
も
ら
う
た
め
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

2
部
構
成
の
1
部
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
福
井
Ｙ

Ｅ
Ｇ
会
員
５
名
に
よ
る
自
社
成
長
の
た
め
に
挑
戦
し
て
い
る
、

自
社
の
取
り
組
み
を
紹
介
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

2
部
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
各
メ
ン
バ
ー
が
挑
戦
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
事
や
、
今
後
の
自
社
を
こ
う
し
て
い
き
た
い

な
ど
の
夢
や
展
望
を
語

り
合
い
、
色
々
な
方

に
話
す
事
に
よ
っ
て
、

「
新
た
な
視
点
の
発
見
」

に
繋
が
っ
た
！
と
い
う

話
も
聞
く
事
が
出
来

て
、
こ
れ
が
次
の
ビ
ジ

ネ
ス
へ
の
芽
吹
き
に
つ

な
が
る
と
思
う
例
会
と

な
り
ま
し
た
。

７
月
度
例
会

７
月
度
例
会

　

7
月
27
日
（
水
）
福
井
商
工
会
議
所
地
下
国
際
ホ
ー
ル
に
て
、

「
自
社
成
長
へ
の
あ
く
な
き
挑
戦
２
～
戦
略
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
編
～
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
例
会
で
は
「
伝
え
る
力
」
を
テ
ー
マ
に
、
相
手
や
状
況
に

合
わ
せ
て
物
事
を
伝
え
る
戦
略
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
題

材
に
取
り
上
げ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
通
じ
て
「
伝
え
る
力
」
の
向
上
を
図
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

仕
事
を
す
る
う
え
で
、「
伝
え
る
力
」
と
い
う
こ
と
は
と
て
も

大
事
で
す
。

　

Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
学
校
・
地
域
・
企

業
が
一
体
と
な
っ
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
の
必
要
性
に
触

れ
、
そ
の
後
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
で
先
進
地
域
で
あ
る
円
山
地
区

の
横
山PTA

会
長
様
と
同
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
福
田
副
委
員
長
が
円

山
地
区
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ア
ン
ト
レ
・
キ
ッ
ズ
が
未
取
組
み
の
地
区
や
小
学
校
で
今
年

度
か
ら
取
り
入
れ
た
い
と
表
明
が
あ
り
、
早
速
効
果
が
み
ら
れ

た
点
は
非
常
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

平
成
２８
年
度
Y
E
G
交
流
会

平
成
２８
年
度
Y
E
G
交
流
会

　

６
月
11
日
（
土
）、
敦
賀
に
て
県
連
主
催
の
平
成
28
年
度
Ｙ

Ｅ
Ｇ
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
敦
賀
Ｙ
Ｅ
Ｇ
、

小
浜
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
３
単
会
で
交
流
会
で
し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
敦
賀
市
立
博
物
館
で
は
「
義
の
武
士
道　

大

谷
吉
継
」
を
テ
ー
マ
に
講
話
を
い
た
だ
い
た
後
、
館
内
を
見
学
。

　

そ
の
後 

場
所
を
移
し
た
敦
賀
き
ら
め
き
温
泉
リ
ラ
ポ
ー
ト
に

て
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
主
管
い
た
だ
い
た
敦
賀
Ｙ
Ｅ

Ｇ
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
交
流
会
で
は
行
き
の
バ
ス
の
中
で
歴
史
に
関
す
る
ク

イ
ズ
を
行
う
な
ど
、
会
員
の
皆
様
が
楽
し
め
る
企
画
も
行
い
、

好
評
で
し
た
。

６
月
度
例
会

６
月
度
例
会

　

6
月
22
日
（
水
）
福
井
商
工
会
議
所
地
下
国
際
ホ
ー
ル
に
て
、

ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
イ
委
員
会
担
当
の
年
6
回
の
う
ち
の
第
1
弾
と

し
て
、「
自
社
成
長
へ
の
あ
く
な
き
挑
戦
１
～
新
た
な
視
点
の

発
見
～
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
後
の
自
社
の
成
長
に
有
意
義
な
も
の
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　

懇
親
会
で
は
、
参
加
者
に
て
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。
余
興

で
は
、
各
単
会
の
会
長
ま
た
は
代
表
者
に
前
に
出
て
も
ら
い
、

色
々
な
質
問
に
答
え
て
頂
き
、
高
木
県
連
会
長
に
最
も
心
に

残
っ
た
回
答
を
選
ん
で
頂
き
ま
し
た
。
優
勝
者
は
大
野
Ｙ
Ｅ
Ｇ

の
山
田
会
長
、
賞
品
で
あ
る
梵
の
純
米
大
吟
醸
を
持
ち
帰
ら
れ

ま
し
た
。

　

今
回
は
代
議
員
の
方
以
外
の
方
に
も
講
演
会
及
び
懇
親
会
に

参
加
し
て
頂
き
、
各
単
会
同
士
の
交
流
も
深
ま
っ
た
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
総
会
の
準
備
等
に
つ
い
て
総
務
渉
外
委
員
会
の
メ

ン
バ
ー
以
外
か
ら
も
参
加
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

５
月
度
例
会

５
月
度
例
会

　

平
成
28
年
5
月
25
日
（
水
）
福
井
商
工
会
議
所
地
下
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
に
て
5
月
度
オ
ー
プ
ン
例
会
～for the 

future 

次
代
を
担
う
子
ど
も
達
の
た
め
に
～
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

我
々
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
行
っ
て
い
る
ア
ン
ト
レ
・
キ
ッ
ズ
と
こ
れ
か

ら
目
指
す
べ
き
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
方
向
性
を
模
索
す
る
た
め

に
、
福
井
市
内
の
校
長
先
生
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
を
お
招
き
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
抱
え
る
現
状
や
課
題
の
共
有
を
行
い
、
将
来
像
に

つ
い
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

活動報告
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自
分
の
考
え
て
い
る
こ
と
を
整
理
し
相
手
に
伝
え
る
う
え

で
、
社
員
や
取
引
先
、
顧
客
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
立
場
の
違
っ
た

相
手
に
合
わ
せ
「
ど
う
伝
え
る
の
が
最
も
効
果
的
で
効
率
的
か
」

を
戦
略
立
て
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
事
が
必
要
で

す
。「
伝
え
る
力
」
は
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
、
問
題
解
決
や
意

思
決
定
、
仕
事
の
効
率
化
や
業
務
拡
大
に
繋
が
る
と
て
も
重
要

な
能
力
で
す
。

　

そ
こ
で
、
異
な
る
問
題
を
出
す
こ
と
に
よ
り
、
聞
く
側
、
話

す
側
が
互
い
に
考
え
、
立
場
や
環
境
に
よ
っ
て
、「
ど
う
す
れ

ば
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
事
が
出
来
る
か
」、「
ど
う
し
て
伝
わ

ら
な
か
っ
た
の
か
」、

に
つ
い
て
考
え
な
が

ら
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
し
て
も
ら
い
、
う

ま
く
伝
わ
っ
た
ポ
イ

ン
ト
を
ま
と
め
て
も

ら
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
会
員
か

ら
は
、「
こ
う
す
れ
ば

よ
か
っ
た
ん
だ
」「
こ

こ
を
直
せ
ば
も
っ
と

良
く
な
る
」
な
ど
の

活
発
な
意
見
交
換
が

出
て
い
ま
し
た
。

え
き
ま
え
ア
ン
ト
レ
・
キ
ッ
ズ

え
き
ま
え
ア
ン
ト
レ
・
キ
ッ
ズ

　

８
月
20
日
（
土
）
に
今
年
で
９
回
目
を
迎
え
る
「
え
き
ま
え

ア
ン
ト
レ
・
キ
ッ
ズ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
ち
づ
く
り
福

井
株
式
会
社
主
催
、
福
井
商
工
会
議
所
青
年
部
共
催
に
よ
る
、

福
井
駅
前
周
辺
の
実
店
舗
に
お
い
て
、
小
学
校
５
・
６
年
生
の

児
童
た
ち
に
就
業
体
験
を
通
じ
て
、
働
く
意
義
を
知
り
、
仕
事

へ
の
夢
を
も
っ
て
も
ら
い
、
ま
た
中
心
市
街
地
へ
の
親
し
み
と

新
た
な
発
見
を
目
的
と
し
た
事
業
で
す
。

　

今
年
は
、
ハ
ピ
リ
ン
開
業
の
記
念
す
べ
き
年
で
あ
り
、
参
加

企
業
数
35
店
舗
、
親
子
合
わ
せ
て
約
３
０
０
人
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
（N

EX
T YEG

響
）

を
結
成
し
ご
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
開
校
式
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
受
付
か
ら
指
定
席
へ
の

誘
導
を
青
年
部
メ
ン
バ
ー
とN

EX
T YEG

響
で
担
当
し
と
て
も

積
極
的
な
活
躍
で
感
動
し
ま
し
た
。
開
校
式
で
は
漫
才
に
見
立

て
た
マ
ナ
ー
講
座
と
挨
拶
等
を
学
び
、
各
体
験
場
所
に
移
動
し

ま
す
。
体
験
先
で
は
た
く
さ
ん
の
驚
き
と
笑
顔
が
見
ら
れ
、
体

験
終
了
後
に
は
各
店
舗
で
認
定
証
を
授
与
。
最
初
は
ガ
チ
ガ
チ

に
緊
張
し
て
い
た
児
童
が
楽
し
く
笑
顔
で
体
験
し
て
い
る
姿

は
、
と
て
も
ほ
ほ
え
ま
し
い
も
の
で
し
た
。

　

今
年
は
ハ
ピ
リ
ン
テ
ラ
ス
の
大
型
ビ
ジ
ョ
ン
で
「
え
き
ま
え

ア
ン
ト
レ
・
キ
ッ
ズ
」
の
映
像
を
流
し
た
り
、
た
く
さ
ん
の
メ

デ
ィ
ア
の
取
材
を
受
け
ま
し
た
。
参
加
児
童
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
も
「
参
加
し
て
良
か
っ
た
」「
ま
た
来
年
も
参
加
し
た
い
」

と
い
っ
た
お
声
を
多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
63
回
福
井
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ま
つ
り
事
業

第
63
回
福
井
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ま
つ
り
事
業

　

今
年
も
佐
佳
枝
廼
社
境
内
を
会
場
に
、
3
回
目
と
な
る
「
子

ど
も
パ
レ
ー
ド
」
の
運
営
と
、
今
年
度
着
目
し
た
市
内
49
地
区

へ
の
働
き
か
け
と
し
て
企
画
し
た
「
49
王
国
」
を
中
心
に
企
画

運
営
を
行
い
ま
し
た
。

　

福
井
市
内
各
地
区
の
ま
ち
の
宝
や
取
り
組
み
な
ど
を
ブ
ー
ス

出
店
・
ス
テ
ー
ジ
発
表
と
い
う
形
で
＂
発
信
＂
す
る
「
49
王
国
」

で
は
、
12
地
区
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
頂
き
、
市
内
外
の
方
々

に
知
ら
れ
ざ
る
福
井
の
ま
ち
の
魅
力
に
触
れ
る
き
っ
か
け
を
作

り
、「
子
ど
も
パ
レ
ー
ド
」
で
は
、
参
加
園
の
先
生
や
保
護
者

の
方
に
実
行
委
員
会
か
ら
参
加
・
ご
協
力
頂
く
こ
と
で
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で 

＂
市
民
参
加
型
＂
の
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
祭
り
を

目
指
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

カ
フ
ェ
」
で
は
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
オ

リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
を
考

案
、
福
井
独
特
の
食
文
化
を

楽
し
ん
で
も
ら
い
な
が
ら
伝

え
る
こ
と
に
挑
戦
し
ま
し

た
。

　

開
催
当
日
は
、
多
く
の
方

に
来
場
し
て
頂
き
、
様
々
な

福
井
の
魅
力
に
巡
り
合
う
場

と
し
て
運
営
出
来
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
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９
月
度
会
員
交
流
オ
ー
プ
ン
例
会

９
月
度
会
員
交
流
オ
ー
プ
ン
例
会

　

９
月
24
日
（
土
）
に
９
月
度
会
員
交
流
オ
ー
プ
ン
例
会
「
誰

か
に
言
わ
ず
に
い
ら
れ
な
い
！
Ｅ
ｎ
ｊ
ｏ
ｙ
ゆ
る
ス
ポ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
」
を
福
井
市
北
体
育
館
に
て
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

世
界
中
が
盛
り
上
が
っ
た
２
０
１
６
年
、
新
入
会
員
の
次
世
代

成
長
委
員
会
が
初
め
て
担
当
し
企
画
し
た
の
が
ゆ
る
ス
ポ
で
し

た
。
ゆ
る
ス
ポ
と
は
、
運
動
の
得
手
不
得
手
、
性
別
、
年
齢
な

ど
関
係
な
く
楽
し
め
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
ス
ポ
ー
ツ
で
、
今
回

３
種
目
を
ご
用
意
し
、
ゲ
ス
ト
（
一
般
参
加
者
）
＆
会
員
の
混

合
チ
ー
ム
毎
に
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

バ
ブ
ル
サ
ッ
カ
ー
で
は
、
球
体
の
浮
き
輪
状
の
中
に
プ
レ
ー

ヤ
ー
が
入
り
コ
ー
ト
内
で
入
り
乱
れ
な
が
ら
の
激
し
い
ぶ
つ
か

り
合
い
。
サ
ッ
カ
ー
と
い
う
よ
り
格
闘
技
に
近
い
状
態
で
し
た
。

　

一
方
、
１
０
０
ｃ
ｍ
リ
レ
ー
は
そ
の
真
逆
。
１
０
０
ｃ
ｍ
を

い
か
に
ゆ
っ
く
り
じ
わ
じ
わ
進
め
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
、
み
ん

な
足
が
プ
ル
プ
ル
震
え
な
が
ら
こ
ら
え
て
い
た
の
が
印
象
的
で

し
た
。

　

手
錠
バ
レ
ー
は
、
通
常
の
バ
レ
ー
と
ル
ー
ル
は
同
じ
な
が
ら
、

手
に
は
布
手
錠
が
。
ア
タ
ッ
ク
も
サ
ー
ブ
も
両
手
と
い
う
妙
な

感
覚
で
の
プ
レ
ー
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
珍
プ
レ
ー
続
出
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

リ
ラ
イ
ム
に
場
所
を
移
し
て
の
懇
親
会
で
は
、
ゆ
る
ス
ポ
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
映
像
や
表
彰
式
、
そ
し
て
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
紹
介
映

像
な
ど
で
盛
り
上
が
り
な
が
ら

交
流
を
深
め
、
楽
し
い
懇
親
の

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ゲ
ス
ト
の
一
般
参
加
者
の
方

か
ら
は
、
ゆ
る
ス
ポ
を
通
じ
交

流
で
き
た
こ
と
で
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ

が
ど
ん
な
団
体
で
、
ど
ん
な
人

た
ち
が
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て

い
る
の
か
が
知
る
こ
と
が
で
き

た
。
本
当
に
楽
し
か
っ
た
・
・
・

8
月
度
例
会

8
月
度
例
会

　

8
月
24
日
（
水
）
19
時
よ
り
福
井
商
工
会
議
所
地
下
国
際

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、「
自
社
成
長
へ
の
あ
く
な
き
挑
戦
3
～
本

質
を
見
極
め
伝
え
る
力
編
～
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
と
し
て
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
岸
徹
氏

を
お
迎
え
し
、「
本
質
を
見
極
め
伝
え
る
力
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
講
演
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
の
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
ま
し

た
。
自
分
た
ち
で
考
え
た
自
社
の
新
規
事
業
の
企
画
書
な
ど
を

ま
と
め
て
い
き
、
ど
の
よ
う
に
本
質
を
見
極
め
、
自
分
の
考
え

て
い
る
こ
と
を
短
時
間
で
相
手
に
ど
う
伝
え
る
か
の
技
術
な
ど

を
学
び
ま
し
た
。
参
加
い
た
だ
い
た
会
員
か
ら
は
「
今
ま
で
聞

い
た
こ
と
が
な
い
話
で
良
か
っ
た
」

と
い
う
意
見
が
多
く
、
講
師
の
岸
先

生
の
実
例
を
交
え
た
お
話
や
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
型
の
セ
ミ
ナ
ー
で
、「
物

事
の
本
質
は
ど
う
い
う
と
こ
ろ
に
あ

る
の
か
」
と
か
、「
そ
れ
を
ど
う
相

手
に
伝
え
る
の
が
効
果
的
か
」
を

し
っ
か
り
と
学
べ
た
例
会
と
な
り
ま

し
た
。ま

ち
キ
ッ
ズ
ふ
く
い

ま
ち
キ
ッ
ズ
ふ
く
い

　
＂
キ
ャ
リ
ア
教
育
＂
と
＂
ま
ち
づ
く
り
＂
の
視
点
か
ら
新
規

事
業
と
し
て
、
ま
ち
ひ
と
め
ぐ
り
委
員
会
と
人
財
育
成
委
員
会

と
の
合
同
事
業
で
企
画
運
営
し
ま
し
た
。

　

小
学
生
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
、
自
分
た
ち
が
住
む
ま
ち

で
は
な
く
自
分
た
ち
が
知
ら
な
い
ま
ち
の
宝
を
発
見
し
伝
え
る

こ
と
ま
で
を
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
作
り
上
げ
て
い
く
内
容
で
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
・
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・

ブ
ー
ス
の
出
展
ま
で
計
4
回
の
日
程
で
実
施
。
子
ど
も
た
ち
が

自
分
の
力
で
発
見
し
仲
間
と
協
力
し
、
形
に
し
て
い
く
と
い
う

工
程
は
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
根
幹
で
あ
り
、
参
加
し
た
体
験
を
子

ど
も
た
ち
の
郷
土
愛
を
育
む
き
っ
か
け
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
指

し
、
両
委
員
会
メ
ン
バ
ー
で
構
築
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
計
18
名
の
子
ど
も
た
ち
と

5
つ
の
地
区
に
参
加
し
て
頂
く
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　

多
く
の
課
題
点
を
発
見
出
来
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
何
よ
り
も
子
ど

も
た
ち
の
豊
か
な
可
能
性
を
間
近
に

感
じ
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
、
私
達

Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て
思
い
が

け
な
い
大
き
な
実
績
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。

新
入
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

新
入
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　

平
成
28
年
９
月
９
日
（
金
）、
総
務
・
渉
外
委
員
会
担
当
の

新
入
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
し
た
。
山
岸
会

長
の
挨
拶
後
、
昨
年
度
後
期
か
ら
今
年
度
前
期
の
入
会
メ
ン

バ
ー
を
対
象
に
「
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
は
？
」「
県
連
と
は
？
」「
日
本
Ｙ

Ｅ
Ｇ
と
は
？
」
な
ど
を
各
担
当
者
か
ら
、
今
年
度
の
各
委
員
会

の
取
り
組
み
等
を
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
長
か
ら
伝
え
、
最
後
に
は

入
会
2
～
3
年
目
を
迎
え
た
先
輩
達
か
ら
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し

た
。

　

今
回
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
新
入
会
員
の
皆
様

が
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
こ
と
を
知
り
、
他
メ
ン
バ
ー
と
の
交
流
が
深

ま
っ
た
な
ら
幸
い
で
す
。

活動報告



8福居Vo l.117

　

そ
し
て
、
そ

の
中
か
ら
ど
う

す
れ
ば
自
社
成

長
へ
の
挑
戦
が

で
き
る
か
な
ど

を
学
び
ま
し

た
。
山
岸
会
長

の
年
間
活
動
方

針
に
あ
っ
た
、

会
員
の
資
質
向

上
に
繋
が
る
、

良
い
例
会
と
な

り
ま
し
た
。

11
月
度
例
会

11
月
度
例
会

　

11
月
22
日
（
火
）
福
井
商
工
会
議
所
国
際
地
下
国
際
ホ
ー
ル

に
て
「
自
社
成
長
へ
の
あ
く
な
き
挑
戦
５
～
人
生
の
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
編
」
と
題
し
、
1
部
と
し
て
個
人
の
ラ
イ
フ
プ
ラ

ン
設
計
の
必
要
性
を
青
年
部
会
員
で
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
福

田
智
司
君
に
教
え
て
い
た
だ
き
、
２
部
で
は
、
青
年
部
メ
ン

バ
ー
か
ら
弁
護
士
、
保
険
業
、
社
労
士
、
税
理
士
な
ど
会
社
経

営
や
生
活
す
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
分
野
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト

に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
経
営
者
と
し
て
企
業
に
必
要
な
資

金
、
人
材
等
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
知
識
を
学
び
ま
し
た
。

せ
っ
か
く
専
門
知
識
と
資
格
を
持
っ
た
会
員
が
い
る
の
に
そ
の

知
識
を
学
ば
な
い
理
由
は
な
い
と
い
う
事
で
、
委
員
会
の
方
針

で
も
あ
る
会
員
間
の
交
流
が
で
き
る
事
業
と
し
て
の
例
会
が
で

き
た
ま
し
た
。

な
ど
の
お
声
を
多
数
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
会
員
共
々
汗
と

笑
い
が
飛
び
交
う
楽
し
い
交
流
例
会
と
な
り
ま
し
た
。

第
34
回
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
城
陽
大
会

第
34
回
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
城
陽
大
会

　

平
成
28
年
９
月
30
日
か
ら
10
月
１
日
、
京
都
府
城
陽
市
に
お

い
て
第
34
回
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
城
陽
大
会
が
開
催
さ
れ
、
福

井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
前
泊
者
を
除
き
、
10
月
１
日
か
ら
参
加
し
て
２
日

に
帰
福
す
る
行
程
で
し
た
。

　

大
会
は
、
式
典
か
ら
分
科
会
、
大
懇
親
会
に
至
る
ま
で
、
大

変
な
苦
労
の
も
と
で
企
画
・
設
営
さ
れ
た
も
の
が
分
か
る
も
の

で
、
大
変
有
意
義
な
も
の
で
し
た
。
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
か
ら
も
新
入

会
員
及
び
Ｏ
Ｂ
を
含
め
て
40
名
近
い
方
が
参
加
頂
き
、
お
互
い

に
親
睦
も
深
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
大
会
で
は
、
大
懇
親
会
の
後
に
、
吹
田
Ｙ
Ｅ
Ｇ
さ
ん

と
の
交
流
会
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
吹
田
Ｙ
Ｅ
Ｇ
さ
ん
と
事
前
に
内
容
等
を
練
り
開
催
し
た

も
の
で
、
大
変
盛
り
上
が
り
、
新
た
な
絆
が
で
き
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。
吹
田
Ｙ
Ｅ
Ｇ
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

10
月
１
日
は
、
近
江
牛
を
堪
能

し
た
後
、
彦
根
城
に
立
ち
寄
り
ま

し
た
。
近
江
牛
の
味
は
大
変
良

く
、
彦
根
城
は
登
る
の
に
一
苦
労

し
ま
し
た
が
、
最
上
階
か
ら
の
眺

め
は
絶
景
で
あ
り
、
皆
様
楽
し
ん

で
頂
け
た
と
思
い
ま
す
。

大
野
Ｙ
Ｅ
Ｇ

「
創
立
３０
周
年
記
念
式
典
及
び
祝
賀
会
」

大
野
Ｙ
Ｅ
Ｇ

「
創
立
３０
周
年
記
念
式
典
及
び
祝
賀
会
」

　

平
成
28
年
10
月
22
日
、
大
野
Ｙ
Ｅ
Ｇ
創
立
30
周
年
記
念
式
典

及
び
祝
賀
会
に
参
加
い
た
し
ま
し
た
。
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
か
ら
は
25

名
近
く
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
、
大
野
Ｙ
Ｅ
Ｇ
さ
ん
の
創
立
30

周
年
を
お
祝
い
す
る
と
と
も
に
、
福
井
県
連
各
単
会
の
メ
ン

バ
ー
と
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
宮
城
県
石
巻
市
の
洞
源
院
住
職
夫
人
で
あ
る

小
野
崎
美
紀
氏
の
講
演
を
聞
き
、
命
の
尊
さ
や
色
々
な
こ
と
を

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

往
復
と
も
に
朝
田
監
事
の
運
転
す
る
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
乗
り

込
む
こ
と
が
で
き
、
移
動
の
ス

ト
レ
ス
無
く
式
典
及
び
祝
賀
会

に
も
参
加
で
き
ま
し
た
。
朝

田
監
事
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

他
単
会
の
方
々
と
親
睦
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
、
仲
間
の
広

が
り
を
生
み
だ
す
こ
と
が
で
き

た
と
思
い
ま
す
。

10
月
度
例
会

10
月
度
例
会

　

10
月
26
日
（
水
）
19
：
00
よ
り
福
井
商
工
会
議
所
地
下
国
際

ホ
ー
ル
に
お
い
て
「
自
社
成
長
へ
の
あ
く
な
き
挑
戦
4
～
決
算

書
か
ら
考
え
る
事
業
計
画
編
～
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

谷
川
会
計
総
合
事
務
所
の
谷
川
俊
太
郎
氏
を
講
師
に
お
招
き

し
て
、
単
に
決
算
書
を
見
る
、
ま
た
は
読
み
解
く
だ
け
で
な
く
、

そ
こ
か
ら
ど
の
よ
う
に
次
の
事
業
計
画
を
立
て
て
い
く
か
、
ど

う
す
れ
ば
そ
の
事
業
を
成
功
に
道
く
こ
と
が
で
き
る
か
を
わ
か

り
や
す
く
事
例
な
ど
を
交
え
な
が
ら
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

活動報告
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日
本
商
工
会
議
所
青
年
部

第
34
回
全
国
会
長
研
修
会
か
こ
が
わ
会
議

日
本
商
工
会
議
所
青
年
部

第
34
回
全
国
会
長
研
修
会
か
こ
が
わ
会
議

　

平
成
28
年
11
月
25
日
（
金
）
～
26
日
（
土
）
の
２
日
間
、
兵

庫
県
加
古
川
市
に
お
い
て
「
日
本
商
工
会
議
所
青
年
部
第
34
回

全
国
会
長
研
修
会
か
こ
が
わ
会
議
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全

国
か
ら
平
成
29
年
度
会
長
予
定
者
を
始
め
、
平
成
28
年
度
会
長
、

事
務
局
員
並
び
に
熱
意
を
持
っ
た
会
員
が
集
結
し
、
福
井
Ｙ
Ｅ

Ｇ
か
ら
は
9
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
会
員
総
会
の
後
、
開
会
式
が
行
わ
れ
平
成
28
年
度

日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
岡
村
会
長
や
来
賓
の
挨
拶
の
後
、
平
成
29
年
度
日

本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
長
予
定
者
の
吉
田
大
助
君
が
全
国
か
ら
集
ま
っ
た

会
員
に
向
け
、
次
年
度
に
向
け
て
の
所
信
を
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
終
了
後
は
、
分
科
会
に
分
か
れ
、
私
は
今
回
の
会
長

研
修
会
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
以
和
為
貴
」
の
心
を
学
ぶ
た
め
、

第
４
分
科
会

－

２
（
太
子
ゆ
か
り
の
地
で
「
以
和
為
貴
」
の
心

を
学
ぶ
）
に
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
分
科
会
で
は
、
聖
徳
太
子

が
恵
便
法
師
の
教
え
を
受
け
た
と
さ
れ
る
、
刀
田
山
鶴
林
寺
で

「
座
禅
」「
写
経
」
を
通
じ
て
、
経
営
者
と
し
て
大
切
な
「
和
」

の
心
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
夜
の
懇
親
会
で
は
地
元
の
美
味
し
い
料
理
と
お
酒
を
堪

能
し
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
青
年
部
リ
ー
ダ
ー
や
熱
意
を
持
っ

た
会
員
と
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
全
体
研
修
で
は
Ｂ
Ｐ
Ｃ
グ
ラ
ン
プ
リ
の
発
表
が
行

わ
れ
、
会
長
研
修
会
は
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

　

会
長
研
修
会
は
普
段
お
会
い
す
る
こ
と
の
な
い
全
国
の
青
年

部
リ
ー
ダ
ー
や
熱
意
を
持
っ
た
会
員
と
一
緒
に
研
修
を
行
い
、

懇
親
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
実
り
の
あ
る
２
日
間
で
し
た
。

12
月
度
家
族
例
会

12
月
度
家
族
例
会

　

会
員
ご
家
族
が
、
お
互
い
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
家
族

例
会
の
場
と
し
た
い
と
、
12
月
11
日
（
日
）、
福
井
市
少
年
自

然
の
家
に
お
い
て
12
月
度
家
族
例
会
「
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
家
族
大
感

謝
祭
～
い
つ
も
温
か
く
見
守
っ
て
く
れ
る
あ
な
た
の
お
か
げ
で

す
～
」
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

第
一
部
で
は
、
二
つ
の
企
画
を
準
備
。

　

一
つ
は
ビ
ス
ト
ロ
Ｙ
Ｅ
Ｇ
。
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
員
が
日
頃
仕
事
や
Ｙ

Ｅ
Ｇ
活
動
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
奥
様
や
お
子
さ
ん
の
た
め
に

料
理
に
挑
戦
。
会
員
全
員
が
エ
プ
ロ
ン
姿
と
い
う
若
干
気
持
ち

悪
い
感
じ
で
し
た
が
、
サ
ー
モ
ン
の
ホ
イ
ル
包
み
焼
き
や
シ
ュ

ラ
ス
コ
な
ど
本
格
的
な
メ
ニ
ュ
ー
に
取
組
み
、
悪
戦
苦
闘
し
な

が
ら
も
ご
家
族
の
た
め
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
は
ク
ラ
フ
ト
Ｙ
Ｅ
Ｇ
。
こ
こ
で
は
ご
家
族
の
み
な

さ
ん
が
、
ご
主
人
や
お
父
さ
ん
の
た
め
に
ハ
ン
ド
ク
ラ
フ
ト
に

挑
戦
。
奥
様
方
は
Ｙ
Ｅ
Ｇ
ロ
ゴ
入
り
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
ネ
ー
ク

リ
ッ
プ
づ
く
り
を
奥
様
同
士
で
夫
の
愚
痴
で
盛
り
上
が
り
な
が

ら
（
？
）、
お
子
様
は
ネ
イ
チ
ャ
ー
ス
プ
ー
ン
づ
く
り
を
一
生

懸
命
木
の
枝
を
削
っ
て
パ
パ
の
た
め
に
（
自
分
の
た
め
？
）
に

作
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
第
二
部
の
大
感
謝
祭
。
会
員
が
一
生
懸
命
つ
く
っ
た

豪
華
料
理
を
み
ん
な
で
囲
み
な
が
ら
家
族
で
Ｙ
Ｅ
Ｇ
ク
ロ
ス

ワ
ー
ド
に
挑
戦
し
、
ヒ
ン
ト
を
元
に
Ｙ
Ｅ
Ｇ
ワ
ー
ド
を
紐
解
い

て
い
く
。
そ
し
て
そ
の
答
え
は
・
・
・「
い
つ
も
あ
り
が
と
う
」

　

そ
の
言
葉
と
共
に
大
感
謝
祭
の
最
後
は
、
ご
家
族
か
ら
は
会

員
に
対
し
マ
ネ
ー
ク
リ
ッ
プ
・
ネ
イ

チ
ャ
ー
ス
プ
ー
ン
を
、
会
員
か
ら
は

サ
プ
ラ
イ
ズ
の
花
束
と
手
紙
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
。
ち
ょ
っ
ぴ
り
う
る
っ
と
く

る
と
て
も
ハ
ー
ト
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
な

家
族
例
会
と
な
り
ま
し
た
。（
涙
）

　

追
伸　

独
身
会
員
の
み
な
さ
ん
、

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

12
月
定
期
総
会

12
月
定
期
総
会

　

平
成
28
年
12
月
21
日
（
水
）
19
時
か
ら
福
井
商
工
会
議
所
ビ

ル
地
下
国
際
ホ
ー
ル
に
て
、
平
成
28
年
度
12
月
定
期
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
の
議
案
も
慎
重
な
審
議
の
も
と
無
事
に
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
次
年
度
会
長
と
し
て
可
決
さ
れ
た
北
出
慎
吾
君
か
ら
、

次
年
度
基
本
方
針
の
説
明
が
さ
れ
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
剛
毅
果

断
（
ご
う
き
か
だ
ん
）」
～
熱
い
想
い
と
覚
悟
を
示
し
た
行
動

力
が
未
来
を
つ
く
る
～
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。「
剛
毅
果
断
（
ご

う
き
か
だ
ん
）」
と
は
、「
意
志
が
し
っ
か
り
と
し
て
い
て
思
い

切
っ
て
事
を
行
う
さ
ま
。
ま
た
、
決
断
力
に
富
ん
で
い
る
さ

ま
。」
を
い
い
ま
す
。

　

次
年
度
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
方
向
性
が
明
ら
か
と
な
り
、
ま
た
、

次
年
度
会
長
の
決
意
が
示
さ
れ
、
次
年
度
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
活
動

に
大
き
な
期
待
を
持
て
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

活動報告
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自
分
の
考
え
方
な
ど
の
タ
イ
プ
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
第
二
部
で
は
天
職
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
仕
事
に
つ
い
て

大
学
生
と
語
り
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン

バ
ー
を
創
業
者
と
後
継
者
で
テ
ー
ブ
ル
を
分
け
て
座
談
会
を
行

い
ま
し
た
の
で
、
大
学
生
に
も
仕
事
に
つ
い
て
様
々
な
視
点
が

あ
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

　

事
業
開
催
に
あ
た
っ
て
は
学
生
へ
の
案
内
方
法
、
開
催
時
期

な
ど
反
省
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
各
大
学
と
接
点
を
持
つ

こ
と
が
で
き
、
実
り
の
多
い
事
業
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
続
く
大
学
生
と
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
事
業
の
第
一

歩
を
踏
み
出
し
た
こ
と
が
、
今
回
の
成
果
だ
っ
た
と
実
感
し
て

い
ま
す
。

1
月
度
例
会

「
ま
ち
こ
た
つ
会
議
・
ふ
く
い
4
9
8
9
」

1
月
度
例
会

「
ま
ち
こ
た
つ
会
議
・
ふ
く
い
4
9
8
9
」

よ
ん
き
ゅ
う
は
ち
き
ゅ
う

よ
ん
き
ゅ
う
は
ち
き
ゅ
う

～
ふ
く
い
・
49
の
ま
ち
を
知
り
、
ま
ち
リ
ン
ク
の
花
を
咲
か
せ

よ
う
～

　

参
加
者
全
員
が
＂
ふ
く
い
の
魅
力
＂
を
知
り
＂
ふ
く
い
の
未

来
像
＂
を
共
有
し
、
福
井
市
内
49
地
区
・
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
・
行
政
・

教
育
機
関
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
お
互
い
の
活
動
に
リ
ン
ク

し
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
新
た
な
気
付
き
を
生

み
出
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

立
場
は
違
え
ど
フ
ラ
ッ
ト
な
語
り
場
に
し
た
い
と
考
え
、＂

こ
た
つ
会
議
＂
ス
タ
イ
ル
で
気
軽
に
意
見
交
換
が
出
来
る
よ
う

な
設
え
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

大
き
い
小
さ
い
に
関
わ
ら
ず
、
参
加
者
全
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の

環
境
で
出
来
得
る
こ
と
が

あ
る
と
気
付
く
こ
と
が
何

よ
り
大
事
な
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

　

各
地
域
団
体
の
方
々
に

加
え
て
多
く
の
学
生
さ

ん
に
も
参
加
し
て
頂
き
、

様
々
な
立
場
で
の
活
発
な

意
見
や
発
見
が
交
わ
っ

て
、
私
達
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン

バ
ー
に
と
っ
て
も
、
リ
ン

ク
の
花
を
咲
か
せ
実
を
結

ぶ
こ
と
へ
の
一
歩
を
踏
み

出
す
例
会
と
な
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ふ
く
い
の
会
社
ヂ
カ
ラ
取
材
班

　
　
　
　
黒
龍
酒
造
株
式
会
社 

編

ふ
く
い
の
会
社
ヂ
カ
ラ
取
材
班

　
　
　
　
黒
龍
酒
造
株
式
会
社 

編

　

雪
の
ち
ら
つ
く
2
月
2
日
。
青
年
部
取
材
班
は
、
福
井
県
立

大
学
松
岡
キ
ャ
ン
パ
ス
そ
ば
に
あ
る
「
黒
龍
酒
造
様
」
の
兼
定

島　

酒
造
り
の
里
を
訪
問
し
ま
し
た
。
経
営
企
画
部
の
薮
下
部

長
と
黒
田
様
に
ご
対
応
い
た
だ
き
、
福
井
を
代
表
す
る
ブ
ラ
ン

ド
の
背
景
に
あ
る
様
々
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
取
材
し
ま
し

た
。
黒
龍
酒
造
様
は
、
今
年
度
の
わ
が
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
イ
委
員

会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
「
自
社
成
長
へ
の
あ
く
な
き
挑
戦
」

を
ま
さ
に
実
践
し
て
い
る
と
い
う
事
で
、
ど
う
し
た
ら
日
本
酒

を
も
っ
と
若
者
に
飲
ん
で
も
ら
え
る
か
、
こ
ん
な
商
品
が
あ
る

け
ど
ど
う
か
？
な
ど
、
た
だ
話
を
聞
く
だ
け
で
は
な
く
、
お
酒

の
飲
み
比
べ
や
、
器
を
変
え
る
こ
と
で
飲
み
口
が
変
わ
る
な
ど
、

近
い
距
離
で
、
少
人
数
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
で
、

日
本
酒
文
化
を
広
め
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
、
実
際
の
商

品
に
触
れ
な
が
ら
商
品
価
値
を
確
か
め
て
も
ら
い
た
い
な
ど
、

年
初
め
祈
祷
会

年
初
め
祈
祷
会

　

平
成
29
年
１
月
18
日
、
年
初
め
祈
祷
会
を
、
毛
谷
黒
龍
神
社

に
て
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
平
成
28
年
度
、
平
成
29
年
度

の
役
員
に
加
え
て
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
約
50
名
が
参
加
し
、

厄
払
い
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
祈
願
に
よ
り
当
会
の
結
束
と
連
帯
感
が
ま
す
ま
す
育

ま
れ
、
1
年
間
会
員
一
丸
と
な
っ
て
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
を
盛
り
上
げ

て
い
く
と
い
う
意
識
を
持
つ

こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
後
に
開
催
さ
れ
た
平
成

28
年
度
１
月
役
員
会
も
活
発

な
議
論
さ
れ
、
今
年
も
良
い

事
業
を
構
築
し
た
い
と
す
る

Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
の
意
気
込

み
が
表
れ
て
い
ま
し
た
。

１
月
キ
ャ
リ
ア
教
育
事
業

転
職
に
出
会
う
１
Ｄ
Ａ
Ｙ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

１
月
キ
ャ
リ
ア
教
育
事
業

転
職
に
出
会
う
１
Ｄ
Ａ
Ｙ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　

平
成
29
年
1
月
21
日(

土)

福
井
商
工
会
議
所
地
下
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
に
て
、「
天
職
に
出
合
う
１
Ｄ
Ａ
Ｙ
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
キ
ャ
リ
ア
教
育

事
業
と
し
て
は
初
め
て
県
内
の
大
学
生
と
一
緒
に
学
ぶ
事
業
で

し
た
。

　

今
回
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
事
業
は

福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
先
輩
で
も
あ
る
中

村
ま
ゆ
み
様
を
講
師
と
し
て
お
招

き
し
、
講
演
と
座
談
会
の
二
部
構

成
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
一
部
で
は
「
天
職
」
を
テ
ー

マ
に
自
己
理
解
を
学
び
ま
し
た
。

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
用
い
な
が
ら

活動報告
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お
酒
自
体
の
品
質
に
か
け

る
想
い
は
も
ち
ろ
ん
、
そ

れ
を
ど
う
楽
し
ん
で
も
ら

う
か
、
器
や
飲
み
方
も
含

め
て
、
お
客
様
の
視
点
か

ら
お
酒
を
飲
む
体
験
を
、

よ
り
良
く
す
る
取
り
組
み

や
、
そ
し
て
そ
の
背
景
に

あ
る
理
念
な
ど
、
多
く
の

事
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

第
33
回
会
員
大
会
小
浜
大
会

第
33
回
会
員
大
会
小
浜
大
会

　

平
成
29
年
2
月
4
日
（
土
）、
福
井
県
商
工
会
議
所
青
年
部

連
合
会 

第
33
回
会
員
大
会　

小
浜
大
会 

『
楽･

笑･

道
～
未
来
へ

繋
ぐ
Ｙ
Ｅ
Ｇ
魂
～
』
に
参
加
し
ま
し
た
。
福
井YEG

か
ら
は
33

名
が
参
加
。

　

10
時
に
福
井
駅
に
集
合
し
、
12
時
に
は
小
浜
商
工
会
議
所
に

到
着
し
ま
し
た
。
バ
ス
の
中
で
は
、
メ
ン
バ
ー
が
今
年
の
福
井

Ｙ
Ｅ
Ｇ
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
「
挑
戦
」
に
も
と
づ
き
、
各
自
の

挑
戦
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
お
話
し
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

13
時
50
分
よ
り
小
浜
ま
ち
の
駅
旭
座
に
て
大
会
式
典
が
始
ま

り
ま
し
た
。
開
会
宣
言
の
あ
と
、
県
連
会
長
で
あ
る
高
木
君
の

挨
拶
も
あ
り
ま
し
た
。
来
賓
の
方
の
ご
挨
拶
の
後
、
県
連
7
単

会
か
ら
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
委
員
会
の
報
告
も
あ
り
、
各
単
会
が

行
っ
て
き
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
や
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
学
び
ま
し

た
。

　

式
典
後
は
、
３
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
ま
し
た
。
第
１
分
科

会
は
『
成
果
を
上
げ
続
け
る
た
め
の
強
い
チ
ー
ム
作
り
と
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
』
体
験
セ
ミ
ナ
ー
、
第
２
分
科
会
は
『
先
輩
塾
～

地
域
お
こ
し
を
ビ
ジ
ネ
ス
に
～
』、
第
３
分
科
会
は
『
若
狭
小

浜
の
伝
統
を
体
験
～
地
域
自
慢
研
修
～
』
で
し
た
。
私
が
参
加

し
た
第
３
分
科
会
は
、
箸
研
ぎ
の
体
験
や
丁
稚
羊
羹
づ
く
り
で

し
た
。
体
験
を
通
じ
て
小
浜
の
伝
統
を
感
じ
ま
し
た
。

　

分
科
会
後
、
大
懇
親
会
に
移
り
ま
す
。
大
懇
親
会
で
は
各

テ
ー
ブ
ル
で
メ
ン
バ
ー
同
士
名
刺
交
換
か
ら
は
じ
ま
り
、
他
単

会
と
の
交
流
を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
大
懇
親
会
の
最
後
で
は
次

年
度
の
県
連
役
員
の
発
表
も
あ
り
、
次
年
度
県
連
大
会
の
発
表

も
あ
り
、
次
年
度
に
向
け
て
の
動
き
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
県
連
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、「
結
束　

～
人
を
繋
ぎ
、

地
域
を
繋
ぎ
、
未
来
へ
繋
ぐ

～
」
で
し
た
が
、
会
員
大
会

の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
7
単
会

全
て
５
０
０
名
メ
ン
バ
ー
の

顔
写
真
が
掲
載
さ
れ
、
人
が

つ
な
が
り
や
す
い
ツ
ー
ル
が

用
意
さ
れ
て
い
た
り
、
式
典

中
の
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
委
員
会

の
発
表
を
通
し
て
、
地
域
が

繋
が
り
、
県
連
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
未

来
へ
と
繋
な
が
る
式
典
だ
っ

た
と
感
じ
ま
し
た
。

活動報告

ふ
く
い
の
会
社
ヂ
カ
ラ
取
材
班

　
　
　
　
有
限
会
社
幸
伸
食
品 

編

ふ
く
い
の
会
社
ヂ
カ
ラ
取
材
班

　
　
　
　
有
限
会
社
幸
伸
食
品 

編

　

厳
し
い
寒
さ
か
ら
一
転
、
春
の
よ
う
な
温
か
さ
の
2
月
16

日
。
永
平
寺
に
あ
る
幸
伸
食
品
様
本
社
を
訪
れ
ま
し
た
。
幸
伸

食
品
様
と
い
え
ば
ご
ま
豆
腐
が
有
名
で
す
が
、
直
営
レ
ス
ト
ラ

ン
で
あ
る
「
幸
家
」
も
経
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
日
は
、
久
保

社
長
自
ら
ご
対
応
い
た
だ
き
、
発
信
力
や
こ
れ
か
ら
の
取
り
組

み
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
取
材
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
久
保
社
長
か
ら
の
お
話
は
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
消
費
者
と
の
関
係
の
変
化
や
、
少
子

高
齢
化
と
い
う
社
会
構
成
の
変
化
な
ど
の
「
変
化
」
に
常
に
気
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25
日
（
土
）
は
、
宿
泊
地
で
あ
る
札
幌
か
ら
岩
見
沢
に
向
か

い
、
大
会
式
典
に
参
加
し
ま
し
た
。
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
岡
村
会
長

の
主
催
者
挨
拶
に
引
き
込
ま
れ
、
私
の
隣
に
座
っ
て
い
た
岡
村

会
長
の
所
属
単
会
で
あ
る
京
都
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
皆
さ
ん
が
、
皆
涙
し

て
い
こ
と
が
大
変
印
象
深
か
っ
た
で
す
。

　

式
典
終
了
後
は
各
自
行
動
と
な
り
、
冬
の
北
海
道
を
楽
し
み

ま
し
た
。
17
時
か
ら
は
札
幌
駅
前
の
「
松
尾
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
札

幌
駅
前
店
」
に
て
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
を
楽
し
み
、
そ
の
後
は
各
々

す
す
き
の
を
楽
し
ん
だ
こ
と
で
し
ょ
う
。
中
に
は
飲
み
す
ぎ
た

方
も
い
た
よ
う
で
す
。

　

26
日
（
日
）
は
、
午
後
か
ら

新
千
歳
に
移
動
し
、
小
松
に

戻
っ
て
き
ま
し
た
。
全
員
欠
け

る
こ
と
な
く
無
事
福
井
に
帰
る

こ
と
が
で
き
、
担
当
委
員
と
し

て
安
堵
し
ま
し
た
。

ア
ン
ト
レ
・
キ
ッ
ズ
2
0
1
6

ア
ン
ト
レ
・
キ
ッ
ズ
2
0
1
6

①
ア
ン
ト
レ
・
キ
ッ
ズ
in
鷹
栖
小
学
校
＆
長
橋
小
学
校 

合
同
開
催

　

平
成
28
年
10
月
25
日
（
火
）
に
鷹
栖
小
学
校
に
て
長
橋
小
学

校
の
生
徒
と
合
同
で
ア
ン
ト
レ
・
キ
ッ
ズ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

鷹
栖
小
学
校
か
ら
『
他
地
域
の
方
々
を
お
招
き
し
た
い
』
と
の

こ
と
で
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
企
業
３
社
に
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
初

め
て
参
加
さ
れ
る
講
師
の
方
も
お
ら
れ
、
講
師
を
す
る
前
は
、

を
使
っ
て
、
常
に
「
危
機
感
」
を
も
っ
て
臨
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
な
ど
、
経
営
者
と
し
て
何
が
大
事
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る

も
の
で
し
た
。、
本
年
度
の
青
年
部
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
「Just 

D
o It YEG

～
あ
く
な
き
挑
戦
～
」
を
体
現
す
る
取
材
が
で
き

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
今
回
の
取
材
班
は
、

2
社
と
も
食
品
関
係
の
会

社
で
し
た
が
、
同
じ
商
品

開
発
や
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
で

も
、
取
引
先
や
お
客
様
の

声
か
ら
気
づ
き
を
得
て
作

り
上
げ
る
黒
龍
酒
造
様
と
、

逆
に
お
客
様
が
気
づ
い
て

い
な
い
も
の
を
自
分
た
ち

で
見
つ
け
て
提
案
す
る
幸

伸
食
品
様
と
、
対
照
的
な

取
り
組
み
に
な
っ
て
い
た

の
が
印
象
的
な
取
材
に
な

り
ま
し
た
。

２
月
度
例
会

２
月
度
例
会

 

2
月
22
日
（
水
）
福
井
商
工
会
議
所
地
下
国
際
ホ
ー
ル
に
て

２
月
度
例
会
「
自
社
成
長
へ
の
あ
く
な
き
挑
戦
６
～
情
報
発
信

編
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
例
会
は
、
当
委
員
会
最
後
の
担

当
例
会
と
い
う
事
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
情
報
発

信
を
も
っ
と
活
用
し
て
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
自
社
の
ビ
ジ
ネ
ス

を
発
展
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
で
、
委
員
会
メ
ン
バ
ー

が
講
師
と
な
り
開
催
し
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
現
在
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
め
ぐ
る
状
況
や
情
報
発
信
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
分

か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
た
だ
き
、
情
報
発
信
に
お
い
て
も
っ

と
も
重
要
に
な
る
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
信
頼
」
で
あ
る
と
い
う

事
。
ま
た
、
実
際
のYEG

会
員
の
活
用
の
事
例
の
紹
介
な
ど
も

あ
り
、
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
も
つ
か
め
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。 

次
に
、SN

S

で
の
情
報
発
信
は
文
章
よ
り
も
ま
ず
写

真
や
イ
ラ
ス
ト
に
目
が
行
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
ど
う
す
れ
ば
魅

力
的
な
写
真
を
撮
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
実
際
の
撮
影
を
通
じ

て
、
楽
し
く
魅
力
的
な
写
真
を
撮
影
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を

レ
ク
チ
ャ
ー
し
ま
し
た
。
最
後
に
、
青
年
経
済
人
と
し
て
恥
ず

か
し
く
な
い
情
報
発
信
の

や
り
方
や
著
作
権
や
肖
像

権
に
つ
い
て
配
慮
し
て
い

な
い
情
報
発
信
は
、
個
人

や
会
社
の
信
頼
を
落
と
し

か
ね
な
い
も
の
に
な
る
な

ど
の
注
意
点
を
学
び
ま
し

た
。
１
年
間
学
ん
で
い
た

だ
い
た
中
で
、
多
少
で
も

使
え
る
と
思
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
は
、
ぜ
ひ
と
も
実

際
の
ビ
ジ
ネ
ス
で
活
用
し
、

自
社
成
長
に
繋
げ
て
い
っ

て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で

す
。

第
36
回
全
国
大
会

北
海
道
い
わ
み
ざ
わ
大
会

第
36
回
全
国
大
会

北
海
道
い
わ
み
ざ
わ
大
会

　

平
成
29
年
２
月
24
日
（
金
）
か
ら
26
日
（
日
）
ま
で
の
３
日

間
、
日
本
商
工
会
議
所
青
年
部
第
36
回
全
国
大
会
「
北
海
道
い

わ
み
ざ
わ
大
会
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
か
ら
は
、

Ｏ
Ｂ
会
員
を
含
め
21
名
が
登
録
し
、
厳
寒
の
北
海
道
に
赴
き
ま

し
た
。

　

24
日
（
金
）
は
、
小
松
空
港
か
ら
新
千
歳
空
港
に
お
り
た
ち
、

岩
見
沢
入
り
し
ま
し
た
。
17
時
30
分
か
ら
大
懇
親
会
が
始
ま

り
、
そ
の
後
は
記
念
事
業
と
し
て
卒
業
予
定
者
に
対
す
る
セ
レ

モ
ニ
ー
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
か
ら
は
岡
山
君
、

鈴
木
君
が
参
加
頂
き
、
メ
ン
バ
ー
か
ら
熱
い
祝
福
を
受
け
て
お

り
ま
し
た
。
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『
子
供
た
ち
が
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
の
か
』
と
不
安
が
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、
や
っ
て
み
る
と
『
子
供
た
ち
が
が
っ
つ
り

食
い
つ
い
て
く
れ
て
や
っ
て
よ
か
っ
た
』
と
言
っ
て
い
た
だ
け

ま
し
た
。
鷹
栖
小
学
校
か
ら
も
、『
ア
ン
ト
レ
・
キ
ッ
ズ
を
や
っ

て
子
供
た
ち
が
自
身
の
将
来
を
考
え
る
良
い
き
っ
か
け
に
な
っ

た
。』
と
言
っ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。

②
ア
ン
ト
レ
・
キ
ッ
ズ
in
日
新
小
学
校

　

平
成
28
年
11
月
２
日
（
水
）
に
日
新
小
学
校
に
て
ア
ン
ト
レ
・

キ
ッ
ズ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
Ｙ
Ｅ
Ｇ
企
業
６
社
と
在
校
生
の

保
護
者
の
方
２
名
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
２
限
目
と

３
限
目
を
使
い
、
そ
れ
ぞ
れ
生
徒
を
入
れ
替
え
て
、
同
じ
講
義

を
２
回
行
い
ま
し
た
。
や
は
り
身
近
に
い
る
友
達
の
親
が
講
師

を
さ
れ
る
と
子
供
た
ち
も
気
に
な
っ
た
よ
う
で
、
自
身
の
将
来

像
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
の
に
、
良
か
っ
た
よ
う
で
す
。

③
ア
ン
ト
レ
・
キ
ッ
ズ
in
酒
生
小
学
校

　

平
成
28
年
11
月
５
日
（
土
）
に
酒
生
小
学
校
に
て
ア
ン
ト
レ
・

キ
ッ
ズ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
Ｙ
Ｅ
Ｇ
企
業
４
社
と
地
元
企
業

２
社
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
４
年
生
は
２
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
地
元
企
業
２
社
の
授
業
を
そ
れ
ぞ
れ
交
互
に
受
け

ま
し
た
。
５
・
６
年
生
は
４
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ

企
業
４
社
の
内
１
社
の
授
業
を
受
け
た
後
、
別
々
の
グ
ル
ー
プ

の
者
同
士
で
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
自
分
が
受
け
た
授
業
は
ど
ん

な
内
容
の
授
業
で
、
ど
ん
な
こ
と
を
学
ん
だ
の
か
、
授
業
を
受

け
て
考
え
た
こ
と
な
ど
を
互
い
に
発
表
し
合
う
グ
ル
ー
プ
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
を
し
ま
し
た
。
子
供
た
ち
は
真
剣
に
授
業
を
聞
い
て

お
り
、
講
師
の
先
生
方
が
楽
し
く
授
業
を
さ
れ
て
い
た
の
で
、

と
て
も
身
に
な
っ
た
よ
う
で
し
た
。

④
ア
ン
ト
レ
・
キ
ッ
ズ
in
麻
生
津
小
学
校

　

平
成
28
年
12
月
２
日
（
金
）
に
麻
生
津
小
学
校
に
て
ア
ン
ト

レ
・
キ
ッ
ズ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
初
め
て
の
講
師
を
さ
れ
る

方
々
が
集
ま
っ
た
ア
ン
ト
レ
・
キ
ッ
ズ
で
し
た
。
皆
さ
ん
、
や

は
り
相
応
に
緊
張
さ
れ
て
お
り
、
子
供
た
ち
の
前
で
上
手
く
話

が
出
来
る
の
か
、
子
供
た
ち
に
き
ち
ん
と
言
い
た
い
こ
と
が
伝

わ
る
の
か
な
ど
、
色
々
と
不
安
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
授

業
後
に
は
皆
さ
ん
笑
顔
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
笑

顔
の
中
に
も
『
十
分
に
伝
え
き
れ
な
か
っ
た
』
こ
と
の
悔
し
さ

や
『
時
間
が
足
り
な
か
っ
た
』
こ
と
の
残
念
さ
な
ど
、
様
々
な

思
い
が
隠
れ
て
お
り
、
普
段
の
仕
事
で
は
得
難
い
経
験
が
出
来

て
い
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

⑤
ア
ン
ト
レ
・
キ
ッ
ズ
in
旭
小
学
校

　

平
成
29
年
２
月
10
日
（
金
）
に
旭
小
学
校
に
て
ア
ン
ト
レ
・

キ
ッ
ズ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
授
業
１
時
間
、
感
想
会
20
分
の

変
則
授
業
で
行
っ
た
ア
ン
ト
レ
・
キ
ッ
ズ
で
し
た
。
子
供
た
ち

は
、
普
段
45
分
授
業
に
慣
れ
て
い
る
た
め
集
中
力
が
続
く
限
界

で
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
講
師
の
先
生
方
が
と
て
も
楽
し
く
授

業
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
お
か
げ
で
、
子
供
た
ち
は
と
て
も
楽
し

そ
う
に
授
業
を
受
け
て
お
り
、
将
来
の
夢
や
仕
事
に
つ
い
て
思

い
を
巡
ら
せ
る
良
い
き
っ
か
け
に
な
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
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ホーカーセンターホーカーセンター

マリーナ ・ バラージ
マリーナ ・ バラージ

事前英会話講座
事前英会話講座

ジュロンヒルズの展望台
ジュロンヒルズの展望台シンガポール

福井県人社との交流シンガポール
福井県人社との交流

都市再開発庁（URA）
都市再開発庁（URA）

マーライオンパーク
マーライオンパーク

War Memorial ParkWar Memorial Park

昼食は現地のホーカーセンター（マックスウェル）
にて。ここでおすすめの「チキンライス」を注文
するなど、ローカルフードを味わいました。

定番のマーライオンパークにて。最初にメンバー
全員で記念撮影。その後、各自思い思いの写真
を撮りました。

海外研修に先立ち、英会話講師を招き、英会話
レッスンを行いました。皆さん、英会話に果敢
に挑戦されていました！ Good Job!!

ここではかつて、外国のトップを招き、この展望
台から工業地帯を眺め、空いている土地へ外国
企業を誘致していたとか･･・ロマンが広がります！

福井県人社14 名、YEG17名の31名が参加し、
遠い異国の地で、福井のお店を通じ、熱く交流
をかわしました。YEGメンバーのお土産も大好評！

到着後、まずWar Memorial Park へ。日本によ
る植民地時代の犠牲者に対して１分間の黙祷を
行い、両国の歴史的な背景を学びました。

マリーナ・バラージは貯水や治水だけでなく、雨水などの淡水を最先
端の膜技術で飲料水にしています。世界トップクラスの技術を見学し
ました。

エリートが主導して作ったシンガポール国家。ジオラマを通じてシン
ガポールの島全体を俯瞰しながら、その国家開発戦略の概要を勉強し
ました。

※今回の研修にあたり、福井出身で現地在住の吉村一男様（共同コンピュータ会長）に大変お世話になりました。

　
平
成
28
年
11
月
10
日
（
木
）
か
ら
13
日
（
日
）
に
か
け
て
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
海
外
研
修
旅
行
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ

及
び
Ｏ
Ｂ
で
あ
る
「
あ
じ
さ
い
会
」
の
メ
ン
バ
ー
を
含
め
、
総
勢

18
名
が
参
加
し
、
小
松
空
港
か
ら
羽
田
空
港
を
経
由
し
て
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
は
チ
ャ
ン
ギ
空
港
に
降
り
た
ち
ま
し
た
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
１
日
目
は
、
ま
ずW

AR M
EM
O
RIAL PARK

に
赴
き
、
日
本
に
よ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
植
民
地
時
代
の
犠
牲
者
の

追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、
両
国
の
歴
史
的
な
背
景
に
つ
い
て
研
修

を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
、
お
決
ま
り
の
観
光
地
マ
ー
ラ
イ
オ
ン
パ
ー
ク
で
思

い
思
い
の
写
真
を
撮
影
し
た
後
、
午
後
か
ら
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

国
家
開
発
を
担
う
Ｕ
Ｒ
Ａ（
都
市
開
発
庁
）、
及
び
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

の
治
水
や
淡
水
化
を
行
う
マ
リ
ー
ナ
バ
ラ
ー
ジ
に
て
研
修
を
行
い

ま
し
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
狭
い
土
地
を
ど
う
活
か
す
か
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
の
最
大
の
弱
点
で
あ
る
「
水
」
を
ど
う
管
理
し
、
ど
う

自
足
す
る
か
、
国
家
レ
ベ
ル
の
政
策
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
一
日
目
の
夜
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
福

井
県
人
社
の
方
々
と
交
流
し
ま
し
た
。
懇
親
会
は
、
福
井
出
身
の

方
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
出
店
し
た
焼
き
鳥
屋
「
馬
」
で
行
わ
れ
、

同
郷
同
士
、
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
こ
で
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
研
修
か
ら
福
井
県
人
社
の

方
々
と
の
交
流
に
至
る
ま
で
、
全
て
調
整
等
頂
い
た
共
同
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
会
長
の
吉
村
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
二
日
目
は
、
午
前
中
に
観
光
し
た
後
、　
午
後
か

ら
は
自
由
行
動
と
な
り
、
皆
さ
ん
思
い
思
い
の
時
間
を
過
ご
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
私
自
身
、
今
回
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
研
修
旅
行
は
、

新
し
い
発
見
や
知
識
の
吸
収
、
そ
し
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
い
う
国

を
知
る
こ
と
が
で
き
、
本
当
に
有
意
義
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　
ま
た
、
今
回
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
研
修
旅
行
に
当
た
っ
て
は
、
旅

行
前
に
講
師
（
オ
ー
ビ
ッ
ト
外
語
学
院
　M

ark N
esseler

様
）
を

招
い
て
英
会
話
講
座
を
開
き
ま
し
た
。
こ
の
講
座
の
お
か
げ
か
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
英
語
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か
ろ

う
と
す
る
メ
ン
バ
ー
が
多
く
、
さ
ら
に
国
際
人
と
の
し
て
の
教
養

が
高
ま
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
の
英
語
力
向

上
に
一
役
買
え
た
な
ら
幸
い
で
す
。

シンガポール海外研修報告シンガポール海外研修報告
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島
田　

茂
和

　

私
は
平
成
21
年
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
し
て
は

創
立
35
周
年
の
節
目
の
年
に
入
会
し
ま

し
た
。
異
業
種
の
方
と
少
し
で
も
交
流

出
来
れ
ば
い
い
か
な
程
度
の
気
持
ち
で

入
会
し
た
の
で
す
が
、
入
っ
て
み
る
と
い
き
な
り
35
周
年
事
業

担
当
委
員
会
に
配
属
さ
れ
、
何
が
何
か
わ
か
ら
ず
大
変
で
し
た

が
、
そ
こ
で
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
楽
し
さ
が
分
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。
そ
し
て
そ
の
35
周
年
事
業
で
の
茶
谷
幸
治
さ
ん
の
講

演
「
郷
土
の
誇
り
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
に
感
銘
を
受
け
、

次
年
度
行
わ
れ
た
第
1
回
の
ま
ち
あ
る
き
で
、
ま
ち
歩
き
事
業

の
楽
し
さ
に
気
付
い
た
の
が
、
今
ま
で
ず
っ
と
や
っ
て
こ
れ
た

原
点
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
ま
で
は
、
福
井
に
は
何
も
な
い
。
面
白
い
所
な
ん
て
な

に
も
な
い
よ
。
と
私
自
身
も
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
ま
ち
歩

き
事
業
を
通
し
て
普
段
知
り
合
う
こ
と
の
無
い
人
達
と
知
り
合

い
、
福
井
に
も
歴
史
の
あ
る
店
・
場
所
・
面
白
い
人
・
美
味
し

い
物
な
ど
地
域
の
宝
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
け
ど
知
ら
な
い
だ
け
な

ん
だ
と
気
付
き
、
い
ろ
い
ろ
街
中
を
探
し
歩
く
の
が
楽
し
み
に

な
り
ま
し
た
。
Ｙ
Ｅ
Ｇ
を
卒
業
し
て
か
ら
も
、
こ
う
し
た
事
業

に
少
し
で
も
関
わ
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
皆
さ
ん
に
は
色
々
な
事
を
教
え
て
頂
き
、
気
付
か

せ
て
い
た
だ
き
、
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
の
Ｙ

Ｅ
Ｇ
の
発
展
と
皆
様
の
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

鈴
木　

和
男

　

平
成
15
年
に
こ
の
福
井
商
工
会
議
所

青
年
部
に
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
Ｙ

Ｅ
Ｇ
活
動
の
中
で
特
に
感
じ
た
事
は
人

と
の
繋
が
り
や
ご
縁
が
で
き
、
先
輩
た

ち
や
仲
間
た
ち
の
仕
事
に
対
す
る
考
え
方
や
取
り
組
み
方
を
多

く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
事
で
す
。
自
分
自
身
の
成
長
に
多
く
役

立
つ
、
僕
の
大
事
な
か
け
が
え
の
な
い
財
産
と
な
り
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
の
中
で
一

番
の
思
い
出
は
、
平
成
18
年
に
日
本
商
工
会
議
所
で
開
催
さ
れ

た
日
本
商
工
会
議
所
、
全
国
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会
主
催

に
よ
る
Ｙ
Ｅ
Ｇ
第
二
創
業
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
最
優
秀
グ
ラ

卒業生の言葉

卒
業
生
の
言
葉

卒
業
生
の
言
葉

 

岡
山
宇
太
郎

　

こ
の
度
、
福
井
商
工
会
議
所
青
年
部

を
無
事
卒
業
で
き
た
こ
と
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
平
成
11
年
（
当
時
28
歳
）

に
入
会
し
早
18
年
（
現
在
46
歳
）
が
経

ち
ま
し
た
。

　

入
会
し
た
当
時
は
、
や
っ
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
う
言
葉

が
普
及
し
携
帯
電
話
を
持
つ
人
が
多
く
な
っ
て
き
た
頃
で
し

た
。

　

入
会
動
機
は
異
業
種
交
流
で
し
た
の
で
商
工
会
議
所
の
回
り

を
ウ
ロ
ウ
ロ
し
て
、
ど
こ
で
入
会
を
し
て
い
い
の
か
分
か
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
勧
誘
チ
ラ
シ
も
無
く
会
員
増

強
活
動
も
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
無
理
は
な
い
で
す
ね
（
笑
）。

そ
こ
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
た
ら
お
客
様
の
名
前
が
出

て
き
た
の
で
早
速
電
話
し
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
つ
い
て
詳
細
を
聞

き
、
入
会
し
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

　

入
会
し
て
１
年
目
は
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
イ
ッ
チ
ョ
ラ
イ
黎
明

期
。
い
き
な
り
福
井
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
体
育
館
で
踊
り
練
習
す
る

と
の
こ
と
で
、
な
ぜ
踊
る
の
か
分
か
ら
ず
入
会
動
機
と
違
う
感

じ
を
抱
き
ま
し
た
（
笑
）。
2
年
目
に
は
イ
ッ
チ
ョ
ラ
イ
委
員

会
に
配
属
に
な
り
い
つ
終
わ
る
か
分
か
ら
な
い
委
員
会
が
連
夜

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
も
そ
も
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
イ
ッ
チ
ョ
ラ

イ
に
あ
ま
り
興
味
が
無
か
っ
た
の
で
委
員
会
が
辛
く
、
あ
ま
り

の
終
了
時
間
の
遅
さ
に
カ
バ
ン
だ
け
置
い
て
帰
宅
し
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
（
笑
）。

　

な
ど
な
ど
５
０
０
文
字
程
度
で
は
書
き
き
れ
な
い
思
い
出
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ホ
ン
ト
に
Ｙ
Ｅ
Ｇ
を
通
し
て
い
ろ
ん
な

経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
！
こ
の
18
年
間
で
日
本
全
国

い
ろ
ん
な
方
々
と
交
流
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
諸

先
輩
、
現
役
メ
ン
バ
ー
、
全
国
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
、
事
務
局
様

に
感
謝
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
！
！
！
！

ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
事
で
す
。
一
般
的
に
は
分
か
り
づ
ら
い
、

弊
社
の
主
要
事
業
で
あ
る
水
源
井
戸
の
洗
浄
再
生
技
術
を
ど
う

事
業
計
画
し
て
い
く
か
、
ど
う
市
場
開
拓
を
狙
っ
て
い
く
の
か
、

プ
ラ
ン
を
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
発
表
本
番
2
日
前

よ
り
神
奈
川
県
の
ほ
う
で
プ
ラ
ン
作
成
合
宿
を
参
加
者
全
員
で

行
い
、
涙
が
出
る
く
ら
い
辛
く
、
難
し
く
、
途
中
辞
退
も
頭
に

よ
ぎ
り
な
が
ら
、
何
と
か
耐
え
抜
い
た
合
宿
だ
っ
た
こ
と
を
今

で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。
今
で
は
そ
の
経
験
が
と
て
も
良

い
思
い
出
と
な
り
、
今
日
の
弊
社
の
主
要
事
業
に
活
か
さ
れ
て

い
ま
す
。
本
当
に
参
加
し
て
良
か
っ
た
！
と
心
か
ら
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
14
年
間
在
籍
さ
せ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
！
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
更
な
る
ご
発
展
と
会
員
皆
様
方
の

ご
健
勝
と
事
業
の
ご
繁
栄
を
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。

 

林　
　

雅
紀

　

時
の
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
、
も
う

卒
業
、
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ

こ
最
近
は
諸
事
情
も
有
り
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の

活
動
に
あ
ま
り
参
加
で
き
て
お
り
ま
せ

ん
で
し
た
の
で
、
非
常
に
悔
や
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

私
が
最
初
に
参
加
さ
せ
て
頂
い
た
活
動
は
駅
前
ア
ン
ト
レ
キ
ッ

ズ
で
し
た
。
小
学
生
に
向
け
て
マ
ナ
ー
講
師
を
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
が
、
日
々
の
業
務
で
は
得
ら
れ
な
い
よ
う
な
多
く
の
体
験

を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
こ
と
を
、
有
り
難
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
の
仲
間
と
の
共
同
作
業
を
通
じ
て
イ
ベ
ン
ト
を
成
功

さ
せ
る
こ
と
が
出
来
た
と
き
の
充
実
感
は
、
今
で
も
忘
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
私
が
大
好
き
な
ゴ
ル
フ
を
始
め
た
の
も
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の

仲
間
と
の
繋
が
り
が
そ
の
き
っ
か
け
で
あ
り
ま
し
た
。

　

目
を
閉
じ
れ
ば
そ
の
と
き
の
様
々
な
思
い
出
が
浮
か
び
上
が

り
、
目
頭
が
温
か
く
な
っ
て
く
る
の
が
わ
か
り
ま
す
。

　

私
の
人
生
に
と
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
宝
物
を
く
だ
さ
っ
た
Ｙ

Ｅ
Ｇ
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
、
こ
れ
か
ら
未
来
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ

と
、
ふ
る
さ
と
の
発
展
を
、
と
も
に
支
え
て
頂
け
る
後
輩
の
皆

様
方
の
ご
健
勝
を
心
か
ら
お
祈
り
致
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
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東
田　
　

睦

　

平
成
25
年
に
入
会
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
3
年
の
短
い
間
で
し
た
が
、
た
く

さ
ん
の
方
と
お
会
い
し
、
事
業
を
通
し

い
ろ
い
ろ
な
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

充
実
し
た
時
間
を
送
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
最
初
の
『
ま
ち
あ

る
き
』
で
は
、
足
羽
地
区
の
リ
ー
ダ
ー
を
し
て
く
だ
さ
い
と
突

然
言
わ
れ
、
何
が
何
だ
か
わ
か
ら
ぬ
ま
ま
、
ま
ち
歩
き
を
し
た

こ
と
憶
え
て
い
ま
す
。
不
安
と
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
な
が
ら

の
ま
ち
歩
き
で
し
た
が
、
参
加
者
及
び
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
支

え
に
よ
り
何
と
か
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

ま
ち
歩
き
の
体
験
か
ら
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
福
井
の
魅
力
、

場
所
や
歴
史
な
ど
、
地
域
の
方
々
に
教
え
て
頂
き
、
福
井
の
良

さ
を
再
認
識
出
来
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
体
験
が
き
っ
か
け
で

も
っ
と
他
の
地
域
で
の
魅
力
を
知
り
た
い
と
思
い
、
ま
ち
系
の

委
員
会
で
ず
っ
と
や
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
た
の
を
憶
え
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
春
祭
り
事
業
で
は
二
度
と
経
験
で
き
な
い
お
濠
の
中

で
の
イ
ベ
ン
ト
は
一
生
の
思
い
出
に
な
る
で
し
ょ
う
。
新
し
い

事
業
と
し
て
、
ま
ち
キ
ッ
ズ
福
井
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
準
備
期
間

が
少
な
い
中
、
メ
ン
バ
ー
及
び
父
兄
、
公
民
館
の
館
長
、
店
舗

の
方
の
協
力
の
も
と
成
功
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
自
分
と
し
て

も
達
成
感
を
存
分
に
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、
ど
の
事
業
に

し
て
も
諦
め
ず
、
や
り
遂
げ
る
事
。
メ
ン
バ
ー
の
結
束
力
が
凄

く
強
い
こ
と
。
そ
し
て
何
よ
り
福
井
を
愛
し
て
い
る
こ
と
を
感

じ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
福
井
の
発
展
の
為
に
、
も
っ
と
魅
力
を
発
信
で

き
る
よ
う
様
々
な
活
動
に
協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
28
年
度
委
員
長
コ
メ
ン
ト

平
成
28
年
度
委
員
長
コ
メ
ン
ト

総
務
・
渉
外
委
員
会

委
員
長清　

水　

孝　

行

　

平
成
28
年
度
総
務
・
渉
外
委
員
会
の
委
員
長
を
務
め
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
清
水
孝
行
で
す
。
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
メ
ン
バ
ー
と
な
り
４
年
目
に
し

て
総
務
・
渉
外
委
員
会
委
員
長
を
拝
命
し
、
不
慣
れ
な
点
が
多
々
あ
り

な
が
ら
１
年
間
走
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
12
月
に
コ
コ
ス
開
発
店
に
て
最
初
の
委
員
会
を
開
催
し
て

か
ら
、
手
帳
作
成
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
更
新
、
名
札
作
成
、
総
会
・
例
会

の
開
催
、
代
議
員
総
会
の
開
催
な
ど
な
ど
、
内
容
も
十
分
に
分
か
ら
な

い
ま
ま
怒
涛
の
よ
う
に
議
案
が
押
し
寄
せ
、
て
ん
て
こ
ま
い
に
な
っ
た

こ
と
が
つ
い
先
日
の
様
で
す
。
毎
年
同
様
の
も
の
が
多
い
総
務
渉
外
委

員
会
の
事
業
で
「
革
新
的
な
挑
戦
」
を
実
施
す
る
こ
と
は
、
な
か
な
か

困
難
で
は
あ
り
ま
す
が
、
円
滑
に
事
業
を
行
う
こ
と
と
昨
年
度
の
事
業

よ
り
「
少
し
の
挑
戦
」
を
し
て
み
る
、
と
い
う
こ
と
を
委
員
会
内
で
心

が
け
て
き
ま
し
た
。
大
会
の
移
動
中
に
交
流
が
図
れ
る
時
間
を
設
け
た

り
、
名
札
が
落
ち
に
く
い
様
に
厚
紙
を
挟
ん
で
み
た
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
と
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
リ
ン
ク
さ
せ
て
み
た
り･･･

、
具
体
的
に
挙
げ

れ
ば
キ
リ
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
少
し
で
も
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
良
い
方
向
に

向
か
う
様
に
思
考
し
て
い
た
１
年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

個
人
的
に
平
成
28
年
度
総
務
渉
外
委
員
会
の
事
業
で
心
に
残
っ
て
い

る
も
の
は
、
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
で
の
吹
田
Ｙ
Ｅ
Ｇ
さ
ん
と
の
交
流
及

び
海
外
研
修
の
実
施
で
す
。
吹
田
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
方
々
に
は
、
わ
ざ
わ
ざ
福

井
に
ま
で
来
て
頂
き
、
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
当
日
も
深
く
交
流
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
海
外
研
修
で
は
目
標
人
数
で
あ
る
25
名
に

は
達
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
多
く
の
こ
と
を
吸
収
で

き
、
メ
ン
バ
ー
の
色
ん
な
側
面
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
な
お
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
研
修
に
つ
い
て
は
、
本
紙
に
あ
る
「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
特

集
記
事
」
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
ま
た
行
き
た
く
な
る
こ
と
間
違
い
無

し
で
す
。

　

当
初
掲
げ
た
目
標
が
十
分
に
達
成
で
き
て
い
な
い
点
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
管
理
等
が
十
分
で
無
か
っ
た
点
な
ど
、
反
省
す
べ
き
こ
と
は
多
々

あ
り
ま
す
が
、「
委
員
会
を
２
時
間
以
内
に
終
え
る
。」
と
い
う
目
標
が

達
成
で
き
た
の
も
、
副
委
員
長
を
始
め
フ
ロ
ア
メ
ン
バ
ー
の
方
々
が
、

仕
事
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
時
間
を
押
し
て
議
案
を
練
っ
て
く
れ
た
お
か

げ
で
す
。
未
熟
な
委
員
長
で
し
た
が
、
総
務
渉
外
委
員
会
の
委
員
長
を

全
う
で
き
、
密
か
な
充
実
感
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の

色
々
な
仕
組
み
、
メ
ン
バ
ー
の
人
柄
、
な
ど
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
こ
と

が
見
え
た
一
年
で
し
た
。
最
後
に
、
平
成
28
年
度
総
務
渉
外
委
員
会
の

皆
様
、
色
々
と
支
え
て
頂
き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
次
世
代
成
長
委
員
会
の
委
員
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
坂
口
雄
介
で
す
。

約
一
年
前
、
初
め
て
拝
命
し
た
委
員
長
職
が
新
入
会
員
の
委
員
会
と
い

う
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
に
運
営
し
て
い
こ
う
か
悩
ん
で
い
た
の
を
懐
か

し
く
思
い
起
こ
し
ま
す
。

「
Ｅ
Ｎ
Ｊ
Ｏ
Ｙ　

Ｙ
Ｅ
Ｇ
！
」

　

Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
を
通
じ
て
新
た
な
仲
間
を
構
築
し
て
ほ
し
い
、
そ
し
て

１
人
で
は
で
き
な
い
地
域
貢
献
を
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
み
ん
な
で
や
り
き
る
こ
と

の
素
晴
ら
し
さ
を
体
験
し
て
ほ
し
い
・
・
・
そ
ん
な
願
い
を
込
め
て
こ

の
委
員
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
様
々
な
事
業
へ
挑
戦
す
る
一
年
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　

８
月
に
は
、
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
代
名
詞
的
事
業
の
一
つ
で
あ
る
「
え
き

ま
え
ア
ン
ト
レ
・
キ
ッ
ズ
」
へ
の
参
画
で
す
。
入
会
間
も
な
い
メ
ン

バ
ー
が
、
運
営
ス
タ
ッ
フ
の
み
な
ら
ず
講
師
と
し
て
も
挑
戦
。
事
前
に

委
員
会
に
お
い
て
、「
も
っ
と
こ
う
し
た
ら
ど
う
か
」「
こ
ん
な
こ
と
を

取
り
入
れ
た
ら
子
供
た
ち
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
ら
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
」
な
ど
な
ど
、
盛
り
上
が
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

９
月
に
は
、「
９
月
度
会
員
交
流
オ
ー
プ
ン
例
会　

誰
か
に
言
わ
ず
に

い
ら
れ
な
い
！
Ｅ
ｎ
ｊ
ｏ
ｙ
ゆ
る
ス
ポ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
を
実
施
。
初

め
て
の
担
当
事
業
と
い
う
こ
と
で
、
と
ま
ど
い
と
重
圧
の
中
で
の
体
験

で
し
た
が
、
企
画
か
ら
当
日
の
運
営
ま
で
何
度
と
な
く
打
合
せ
を
重
ね
、

参
加
者
の
方
よ
り
楽
し
く
交
流
が
で
き
た
と
の
声
を
多
数
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
、
メ
ン
バ
ー
全
員
が
気
持
ち
い
い
達
成
感
を
味
わ
う
こ
と
と

な
っ
た
素
晴
ら
し
い
経
験
の
機
会
で
し
た
。

　

12
月
の
「
12
月
例
会　

福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
家
族
大
感
謝
祭
～
い
つ
も
温
か

く
見
守
っ
て
く
れ
る
あ
な
た
の
お
か
げ
で
す
～
」
で
は
、
メ
ン
バ
ー
か

ら
様
々
な
ア
イ
デ
ア
が
ど
ん
ど
ん
生
ま
れ
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に

知
恵
を
絞
り
挑
戦
し
て
い
く
メ
ン
バ
ー
の
姿
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　

一
年
を
振
り
返
る
と
、
新
入
会
員
の
一
人
一
人
が
、
担
当
例
会
事
業

の
み
な
ら
ず
、
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
そ
の
他
の
事
業
や
県
連
・
近
畿
ブ
ロ
ッ

ク
・
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
な
ど
の
各
種
大
会
な
ど
へ
の
参
加
も
含
め
、
体
験
を

重
ね
る
た
び
に
成
長
し
て
い
く
姿
は
、
先
輩
と
し
て
本
当
に
頼
も
し
い

次
世
代
成
長
委
員
会

委
員
長坂　

口　

雄　

介
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ば
か
り
で
し
た
。

　

こ
の
経
験
を
活
か
し
、
次
年
度
は
当
委
員
会
か
ら
た
く
さ
ん
の
副
委

員
長
を
輩
出
し
ま
す
。
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
新
た
な
歴
史
は
き
っ
と
坂
口
チ

ル
ド
レ
ン(

笑)

が
し
っ
か
り
と
刻
ん
で
く
れ
る
は
ず
で
す
。
新
た
な
次

代
の
先
導
者
に
み
な
さ
ん
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
当
委
員
会
の
全
て
の
メ
ン
バ
ー
、
支
え
て
く

れ
た
４
名
の
副
委
員
長
、
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て
下
さ
っ
た
北
出
副
会
長
、

新
入
会
員
を
暖
か
く
見
守
っ
て
く
れ
た
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
み
な
さ
ん
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
こ
の
一
年
の
経
験
は

一
生
の
誇
り
で
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
イ
委
員
会

委
員
長達　

川　

竜　

司

　

初
の
委
員
長
、
そ
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
系
の
委
員
長
と
い
う
事
で
改
め
て
、

想
い
を
形
に
す
る
こ
と
の
大
変
さ
と
、
伝
え
る
事
の
難
し
さ
と
実
感
し

充
実
し
た
1
年
で
し
た
。

　
「
年
6
回
の
例
会
」
と
昨
年
度
立
ち
上
げ
た
「
ふ
く
い
の
会
社
ヂ
カ
ラ

取
材
班
」
を
2
本
の
柱
に
、
ど
う
す
れ
ば
多
業
種
が
集
ま
る
青
年
部
で

で
き
る
だ
け
多
く
の
メ
ン
バ
ー
が
、「
参
加
し
て
よ
か
っ
た
、
自
社
の
成

長
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
た
！
」
と
言
っ
て
も
ら
え
る
例
会
や
事
業

に
で
き
な
い
か
と
試
行
錯
誤
し
て
き
ま
し
た
。

　

最
終
的
に
決
ま
っ
た
例
会
の
テ
ー
マ
「
自
社
成
長
へ
の
あ
く
な
き
挑

戦
」
は
、
会
長
の
基
本
方
針
に
あ
る
一
人
ひ
と
り
が
何
か
に
挑
戦
を
し

て
、「
未
来
へ
の
成
長
の
種
を
育
て
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
想
い
で

考
え
ま
し
た
。

　

最
初
の
う
ち
は
、
そ
の
想
い
が
う
ま
く
委
員
会
メ
ン
バ
ー
に
伝
わ
ら

ず
ぶ
つ
か
る
こ
と
も
あ
り
、
自
分
が
1
年
間
委
員
長
と
し
て
や
っ
て
い

け
る
の
か
不
安
で
し
た
が
、
4
人
の
副
委
員
長
の
フ
ォ
ロ
ー
も
あ
り
、

委
員
会
メ
ン
バ
ー
と
話
を
す
る
こ
と
で
理
解
し
て
も
ら
え
て
、
や
り
き

る
事
が
出
来
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

特
に
、
た
だ
講
師
を
呼
ん
で
、
話
を
聞
く
だ
け
の
例
会
に
は
し
た
く

な
い
と
い
う
想
い
で
、
自
社
で
こ
れ
か
ら
や
ろ
う
と
し
て
い
る
事
、
や

り
た
い
と
思
っ
て
い
る
事
業
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
伝
え
る
力
を

養
う
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
の
セ
ミ
ナ
ー
を
し
た
り
、
新
し
い

事
業
を
す
る
た
め
に
必
要
な
コ
ス
ト
な
ど
を
い
か
に
有
効
に
使
用
す
る

か
を
考
え
る
、
ガ
ッ
ツ
リ
勉
強
す
る
例
会
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

今
年
1
年
の
ビ
ジ
ネ
ス
例
会
を
通
し
て
、
会
員
メ
ン
バ
ー
の
自
社
成

長
へ
の
種
が
芽
吹
き
、
大
き
な
花
が
咲
く
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。

人
財
育
成
委
員
会

委
員
長藤　

田　

清　

彦

　

平
成
28
年
度
人
財
育
成
委
員
会
の
委
員
長
を
務
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
、
藤
田
清
彦
で
す
。

　

当
委
員
会
で
は
、
こ
の
ま
ち
に
住
む
子
供
達
の
郷
土
愛
を
育
み
、
将

来
の
我
が
ま
ち
を
背
負
う
人
財
を
育
成
す
る
と
共
に
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン

バ
ー
が
、
地
域
を
牽
引
し
青
年
経
済
人
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
キ
ャ
リ
ア

教
育
の
構
築
を
行
っ
て
い
く
こ
と
で
、
自
信
と
誇
り
を
持
ち
、
我
々
自

身
も
魅
力
あ
る
人
財
へ
と
成
長
す
る
こ
と
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
、
１
年
間

委
員
会
メ
ン
バ
ー
と
挑
戦
し
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

５
月
の
例
会
で
は
、
新
し
い
キ
ャ
リ
ア
教
育
事
業
を
構
築
す
る
う
え

で
、
学
校
・
企
業
・
地
域
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
）
間
で
相
互
理
解
を
深
め
る
事
が

出
来
ま
し
た
。

　

こ
の
例
会
に
よ
り
学
校
側
の
理
解
を
得
る
こ
と
及
び
Ｐ
Ｔ
Ａ
独
自
の

開
催
校
も
増
え
ま
し
た
。

　

え
き
ま
え
ア
ン
ト
レ
・
キ
ッ
ズ
で
は
、
初
の
ハ
ピ
リ
ン
会
場
開
催
と

い
う
こ
と
で
地
元
え
き
ま
え
に
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
概
念
が
よ
り
大
き
く

広
が
り
、
学
生
中
心
に
立
ち
上
げ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
ネ
ク
ス
ト
Ｙ

Ｅ
Ｇ
『
響
』
に
よ
り
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
へ
と
進
化
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

新
規
事
業
と
し
て
「
ま
ち
キ
ッ
ズ
ふ
く
い
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
が
主
体
的
に
ア
ク
シ
ョ
ン
を
考
え
る
こ
と
で
、
目
標
に
向
け

て
協
力
す
る
力
、
失
敗
を
恐
れ
ず
粘
り
強
く
取
り
組
む
力
、
新
し
い
価

値
を
生
み
だ
す
力
を
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
か
ら
、

地
域
人
財
の
育
成
と
地
域
活
性
化
に
貢
献
出
来
る
事
業
を
構
築
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

１
月
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
事
業
で
は
初
の
大
学
生
を
対
象
に
し
、
仕
事

　

２
０
１
６
年　

3
つ
の
目
標
は
、
会
員
増
強
と
年
間
の
挑
戦
目
標
で

あ
る
会
員
の
例
会
出
席
率
に
関
し
て
は
が
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
い
か

ず
に
難
し
い
部
分
が
あ
り
ま
し
た
が
、
会
員
の
結
束
に
つ
い
て
は
、
会

員
の
仕
事
を
知
る
こ
と
で
会
員
の
結
束
が
強
ま
る
こ
と
に
は
つ
な
が
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
副
会
長
、
副
委
員
長
を
は
じ
め
と
す
る
委
員
会
メ
ン
バ
ー

と
、
組
織
と
し
て
動
く
こ
と
の
難
し
さ
、
仲
間
と
事
業
を
成
し
遂
げ
て

い
く
事
の
面
白
さ
と
あ
り
が
た
み
を
感
じ
る
事
の
出
来
る
１
年
で
し
た
。

こ
う
い
う
機
会
を
い
た
だ
け
た
事
に
、
協
力
い
た
だ
い
た
青
年
部
メ
ン

バ
ー
と
ご
講
演
い
た
だ
い
た
講
師
の
方
々
に
、
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま

す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

を
天
職
と
す
る
、
天
職
で
起
業
す
る
こ
と
を
伝
え
て
、
自
己
理
解
し
、

自
己
実
現
へ
繋
げ
て
い
く
と
い
う
内
容
で
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
も
楽
し
み

な
が
ら
学
生
と
話
が
で
き
い
ろ
ん
な
情
報
や
気
づ
き
を
得
れ
た
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
す
べ
て
の
事
業
に
対
し
て
副
委
員
長
が
中
心
と
な
り
挑
戦
し
、

委
員
会
メ
ン
バ
ー
に
支
え
ら
れ
、
私
自
身
も
大
き
く
成
長
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
１
年
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

例
会
に
ご
参
加
頂
い
た
皆
様
、
事
業
開
催
に
あ
た
り
ご
尽
力
頂
き
ま

し
た
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
に
は
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
、
平
成
29

年
度
委
員
会
の
益
々
の
発
展
と
子
供
た
ち
の
明
る
い
未
来
を
祈
念
い
た

し
ま
し
て
最
後
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
ち
ひ
と
め
ぐ
り
委
員
会

委
員
長田 

中　

日 

奈 

子

　

今
年
度
を
振
り
返
っ
て
、
初
め
て
一
つ
の
委
員
会
の
長
を
務
め
さ
せ

て
頂
い
た
一
年
は
、
本
当
に
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。

ま
ち
を
め
ぐ
り
・
ひ
と
に
め
ぐ
り
あ
う
こ
と
で
、
自
身
の
成
長
に
繋
が

る
よ
う
な
委
員
会
に
し
た
い
と
い
う
思
い
を
持
っ
て
、
各
事
業
に
取
り

組
ん
で
き
た
つ
も
り
で
す
が
、
ひ
と
に
向
き
合
い
巻
き
込
ん
で
い
く
こ

と
は
、
な
か
な
か
難
し
く
な
か
な
か
愉
快
な
こ
と
な
の
だ
と
実
感
す
る

日
々
で
し
た
。

　

ひ
と
そ
れ
ぞ
れ
に
考
え
方
や
思
い
が
あ
り
、
得
意
不
得
意
が
あ
り
、

や
り
方
や
プ
ロ
セ
ス
が
あ
る
中
で
ど
う
形
を
作
り
上
げ
て
い
く
の
か
、

ど
ん
な
形
を
目
指
す
べ
き
な
の
か
、
思
考
錯
誤
し
て
い
く
こ
と
は
私
自

身
、
本
当
に
多
く
の
学
び
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

各
事
業
を
担
当
し
て
頂
い
た
四
人
の
副
委
員
長
は
、
四
者
四
様
に
そ

れ
ぞ
れ
の
事
業
に
向
き
合
い
、
多
く
の
ひ
と
を
巻
き
込
ん
で
運
営
ま
で

に
尽
力
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
4
つ
の
事
業
は
そ
れ

ぞ
れ
に
“
挑
戦
”
し
て
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
出
来
た
の

で
は
な
い
か
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

　

委
員
長
と
し
て
至
ら
ぬ
こ
と
ば
か
り
で
、
役
員
メ
ン
バ
ー
を
始
め
フ

ロ
ア
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
に
も
、
た
く
さ
ん
助
け
て
い
た
だ
い
た
こ
と

で
出
来
得
た
こ
と
が
全
て
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
ち
ひ
と
め
ぐ
り
委
員
会
で
の
一
年
が
、
次
の
一
年
に
大
き
な　

一
歩

を
踏
み
出
す
一
年
だ
っ
た
な
ら
ば
、
と
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

本
当
に
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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現
在
、
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
が

感
じ
て
い
る
会
の
良
さ
と
、
外
部
の

人
達
が
も
っ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
に
は

ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
も
の
と
感
じ
て
い

ま
す
。
そ
の
理
由
と
し
て
我
々
の
活

動
の
「
良
さ
」
が
伝
え
き
れ
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

ギ
ャ
ッ
プ
が
新
規
会
員
増
強
の
壁
に
も
な
っ
て
お
り
、
ま
た
福

井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
ブ
ラ
ン
ド
向
上
の
ハ
ー
ド
ル
に
な
っ
て
い
る
も
の
と

捉
え
て
い
ま
す
。

　

我
々
は
今
以
上
に
活
動
の
「
良
さ
」
を
伝
え
て
い
か
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
良
さ
と
は
何
か
。
そ
し
て
そ
れ
を

広
め
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。「
良
さ
」
を
伝
え

る
こ
と
、
そ
れ
は
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
持
つ
ブ
ラ
ン
ド
を
高
め
て
い

く
こ
と
に
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。
綱
領
・
指
針
に
の
っ
と
り
先
輩

方
が
行
わ
れ
て
き
た
多
く
の
活
動
、
そ
し
て
今
の
メ
ン
バ
ー
が

考
え
額
に
汗
し
行
っ
て
き
た
事
業
の
成
果
と
そ
こ
に
行
き
着
く

ま
で
の
過
程
に
散
り
ば
め
ら
れ
た
想
い
こ
そ
が
「
良
さ
」
で
あ

り
、
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
こ
の
会
の

魅
力
を
内
外
に
大
い
に
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今

回
主
た
る
活
動
が
「
情
報
発
信
」
で
あ
る
魅
力
発
信
委
員
会
が

立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
ま
ず
は
我
々
委
員
会
が
主
導
し
、
良
き

活
動
、
良
き
成
果
の
情
報
発
信
を
も
よ
お
す
「
促
進
剤
」
の
役

割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
ブ
ラ
ン
ド
と
は
メ

ン
バ
ー
一
人
一
人
の
中
に
あ
り
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
全
員
が
今
以

平成29年度会長抱負・委員長抱負
　

Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
入
会
し
て
9
年
目
の
今
年
、
会
長
を
拝
命
致
し
ま

し
た
。
地
元
で
あ
る
福
井
に
戻
り
、
入
会
当
初
ま
ず
私
が
感
じ

た
こ
と
は
、
福
井
の
魅
力
を
全
然
知
ら
な
い
自
分
が
い
た
こ
と

で
し
た
。
少
し
ず
つ
地
域
の
方
々
や
諸
先
輩
方
が
築
き
上
げ
て

き
た
事
業
や
想
い
に
触
れ
、
ま
た
仲
間
と
例
会
や
事
業
を
構
築

す
る
に
つ
れ
、
だ
ん
だ
ん
と
福
井
の
こ
と
が
好
き
に
な
り
、
青

年
経
済
人
と
し
て
、
福
井
で
生
ま
れ
育
っ
た
者
と
し
て
福
井
の

魅
力
を
も
っ
と
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
あ
る
先
輩
か
ら
の
言
葉
で

す
。「
自
分
の
得
意
な
分
野
だ
け
携
わ
っ
て
い
て
も
駄
目
だ
。

せ
っ
か
く
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
入
っ
た
の
だ
か
ら
、
自
分
の
苦
手
な
分
野
、

や
っ
た
こ
と
が
な
い
分
野
に
挑
戦
す
る
こ
と
で
自
己
成
長
が
あ

る
ん
だ
。
苦
手
な
こ
と
を
知
る
こ
と
も
Ｙ
Ｅ
Ｇ
だ
し
、
そ
れ
を

乗
り
越
え
る
の
も
Ｙ
Ｅ
Ｇ
だ
。
そ
れ
が
仕
事
に
も
活
き
る
ん
だ

ぞ
。」
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
事
業
だ
け

で
な
く
、
ま
ち
づ
く
り
事
業
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
事
業
へ
と
経
験

を
積
ん
で
い
き
ま
し
た
。
先
輩
の
暖
か
い
言
葉
が
今
で
も
心
の

糧
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
は
「
剛
毅
果
断
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
掲
げ
ま
し

た
。
自
ら
の
成
長
が
会
社
の
成
長
・
発
展
に
つ
な
が
り
、
地
域

の
活
性
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
熱
い
想
い
・
覚
悟
・
行
動
・

未
来
に
向
け
た
取
り
組
み
は
、
い
つ
の
時
代
も
道
を
切
り
拓
い

て
き
ま
し
た
。
我
々
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
火
種
人
材
と
な
り
、
福
井
の
活

性
化
に
全
力
を
注
ぐ
こ
と
は
、
人
と
し
て
、
青
年
経
済
人
と
し

て
、
大
き
な
自
信
と
信
頼
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
Ｙ

Ｅ
Ｇ
に
入
っ
て
良
か
っ
た
」「
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
事
業
・
例
会
っ
て
素

か
参
加
出
来
て
い
な
い
会
員
の
た
め
に
、
参
加
し
や
す
い
環
境

を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
ま
ず
は

自
分
が
積
極
的
に
会
員
と
関
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

　

私
も
Ｙ
Ｅ
Ｇ
入
会
５
年
目
に
し
て
、
初
め
て
の
委
員
長
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
不
安
な
点
も
多
々
あ
り
ま
す
が
、
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
み
ん
な
が
成
長
で
き
て
、
楽

し
い
思
い
出
が
残
る
委
員
会
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

次
年
度
は
魅
力
発
信
委
員
会
が
新
設
さ
れ
、
従
来
の
総
務
委
員

会
の
事
業
を
分
担
で
き
る
こ
と
も
あ
り
、
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ

が
出
来
る
１
年
で
す
の
で
、
ど
し
ど
し
積
極
的
に
行
動
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
１
年
間
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
29
年
度

会
長
抱
負

平
成
29
年
度

会
長
抱
負

北　

出　

慎　

吾

平
成
29
年
度
会
長

平
成
29
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン

剛ご
う
き
か
だ
ん

毅
果
断

～
熱
い
想
い
と
覚
悟
を
示
し
た

行
動
力
が
未
来
を
つ
く
る
～

晴
ら
し
い
」
と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
今
年
一
年
、
一
緒
に

未
来
を
つ
く
る
活
動
を
会
員
メ
ン
バ
ー
一
丸
と
な
り
邁
進
し
ま

す
。

平
成
29
年
度

委
員
長
抱
負

平
成
29
年
度

委
員
長
抱
負

総
務
・
渉
外
委
員
会

総
務
・
渉
外
委
員
会

魅
力
発
信
委
員
会

魅
力
発
信
委
員
会

　

総
務
・
渉
外
委
員
会
の
仕
事
は
決

し
て
目
立
つ
仕
事
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
会
社
に
総
務
や
経
理

の
部
署
が
必
要
な
よ
う
に
、
総
務
・

渉
外
委
員
会
は
一
人
一
人
の
会
員
が

Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
を
円
滑
に
行
え
る
よ
う

に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
た
め
に
は
必

要
な
存
在
な
の
で
す
。
次
年
度
の
総
務
と
し
て
、
会
員
を
よ
り

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
く

べ
き
か
が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

私
が
考
え
る
次
年
度
の
総
務
・
渉
外
委
員
会
が
行
う
べ
き
活

動
と
し
て
は
、
次
年
度
会
長
の
活
動
方
針
に
も
あ
る
「
信
頼
づ

く
り
・
・
・
魅
力
あ
る
仲
間
づ
く
り
、
熱
く
語
り
た
れ
！
」
の

実
践
で
す
。
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
を
通
じ
て
得
る
こ
と
が
で
き
る
「
楽

し
さ
」
や
「
感
動
」
を
共
有
す
る
仲
間
は
、
一
生
涯
の
宝
と
な

る
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
信
頼
関
係
の
構
築
こ
そ
が

福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
更
に
飛
躍
す
る
た
め
の
土
台
に
な
り
ま
す
。
総

務
・
渉
外
委
員
会
の
役
割
は
、
役
員
会
や
総
会
の
運
営
、
各
種

大
会
参
加
へ
の
企
画
・
運
営
、
会
員
の
情
報
管
理
・
伝
達
な
ど

に
な
り
ま
す
。
総
務
の
仕
事
と
し
て
は
、
毎
年
決
ま
っ
て
い
る

こ
と
を
や
る
と
い
う
部
分
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
や
る
べ
き

こ
と
に
つ
い
て
は
き
ち
ん
と
や
っ
た
上
で
、
今
年
は
よ
り
会
員

同
士
の
交
流
が
深
ま
っ
て
い
く
た
め
の
取
組
み
の
提
案
を
総

務
・
渉
外
委
員
会
か
ら
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

会
員
同
士
の
交
流
を
深
め
て
い
く
た
め
に
も
、
や
っ
て
い
こ

う
と
考
え
て
い
る
の
は
、
総
務
の
メ
ン
バ
ー
に
も
協
力
し
て
い

た
だ
い
て
、
各
種
事
業
の
参
加
に
つ
い
て
積
極
的
な
声
掛
け
を

し
て
い
く
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
特
に
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
に
な
か
な

委
員
長　

小　

前　

田　

宙

委
員
長　

天　

野　

準　

一
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上
の
火
種
人
間
と
な
り
、
日
々
情
報
発
信
し
て
い
く
、
そ
ん
な

会
風
の
土
台
を
築
い
て
い
き
ま
す
。

　

私
は
委
員
会
活
動
を
通
し
、
一
年
か
け
て
広
範
な
告
知
と
直

接
的
な
情
報
発
信
に
よ
り
会
の
良
さ
を
過
不
足
な
く
伝
え
て
ま

い
り
ま
す
。
委
員
会
活
動
と
し
て
も
情
報
発
信
を
し
ま
す
が
、

同
時
に
各
事
業
の
担
当
委
員
会
か
ら
の
情
報
発
信
を
催
す
活
動

を
行
い
ま
す
。
広
く
情
報
発
信
を
し
て
会
を
認
知
し
て
も
ら
い
、

そ
の
上
で
既
存
メ
ン
バ
ー
の
「
人
の
つ
な
が
り
」
を
お
借
り
し
、

入
会
を
考
え
て
い
る
皆
様
に
直
接
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
魅
力
を
伝
え

て
ま
い
り
ま
す
。

　

Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
「
自
社
の
発
展
を
通
し
た
地
域
貢
献
」
を
活
動
の

柱
と
し
て
お
り
ま
す
。
自
身
の
資
質
の
向
上
を
図
り
、
人
と
の

繫
り
を
築
き
、
自
社
の
利
益
増
進
を
行
う
。
自
社
の
経
済
活
動

が
今
以
上
に
活
発
に
な
る
こ
と
が
地
域
に
新
た
な
雇
用
を
生

み
、
地
域
の
経
済
を
潤
し
て
い
き
ま
す
。
ぜ
ひ
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
を

自
身
の
資
質
を
磨
く
場
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
日
本

中
に
広
が
る
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
の
つ
な
が
り
を
利
用
し
、
人
脈

を
広
げ
る
場
と
し
て
ご
活
用
頂
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

し
い
事
業
を
構
築
で
き
る
よ
う
な
会
員
に
な
っ
て
も
ら
い
た

い
。
数
年
後
に
「
あ
の
事
業
は
、
私
た
ち
メ
ン
バ
ー
が
考
え
、

構
築
し
て
い
っ
た
事
業
な
ん
だ
」
と
言
え
る
よ
う
な
も
の
が
出

来
れ
ば
、
青
年
部
活
動
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
Ｕ
Ｐ
、
意
識
改
革

に
も
つ
な
が
り
、
将
来
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
を
引
っ
張
っ
て
い
く
事
の
出

来
る
火
種
人
材
を
育
て
、
さ
ら
に
は
福
井
を
支
え
る
青
年
経
済

人
と
し
て
の
意
識
改
革
に
も
つ
な
が
る
、
そ
ん
な
委
員
会
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

新
入
会
員
の
委
員
会
と
い
う
こ
と
で
非
常
に
大
事
な
役
割
を

頂
い
た
と
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
て
い
ま
す
が
、
一
人
ひ
と

り
の
メ
ン
バ
ー
と
話
を
し
、
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
で
活
動
し
た
い
、
楽

し
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
自
分
で
も
わ
か
ら
な
い
と
こ

ろ
は
各
委
員
会
や
先
輩
方
に
も
協
力
い
た
だ
き
、
役
員
メ
ン

バ
ー
自
ら
が
積
極
的
に
事
業
や
例
会
に
参
加
し
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
楽

し
く
も
あ
り
、
こ
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
い
う
新
し
い
場
所
で
出
会
う
新

し
い
仲
間
と
の
絆
を
結
び
、
飛
躍
成
長
で
き
る
委
員
会
運
営
を

行
い
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
続
け
て
新
入
会
員
の
委
員
会
に
残
る
メ
ン
バ
ー

に
は
、
昨
年
度
参
加
で
き
な
か
っ
た
事
業
に
積
極
的
に
参
加
し

て
も
ら
い
、
新
し
く
入
っ
て
く
る
メ
ン
バ
ー
と
共
に
、
飛
躍
し

成
長
し
て
も
ら
え
る
様
、
他
の
委
員
会
メ
ン
バ
ー
と
も
積
極
的

に
交
わ
れ
る
よ
う
に
、
剛
毅
果
断
に
頑
張
ら
せ
て
も
ら
い
ま
す

の
で
、
協
力
し
て
く
だ
さ
い
。
楽
し
い
１
年
間
に
し
た
い
と
思

う
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

新
し
く
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
入
会
す
る

会
員
の
初
め
て
所
属
す
る
委
員
会
と

し
て
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い

る
団
体
な
の
か
を
理
解
し
て
も
ら
い
、

青
年
部
事
業
に
積
極
的
に
参
加
し
て

も
ら
い
、
活
動
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
。

さ
ら
に
は
、
新
入
会
委
員
が
考
え
る

自
己
研
鑽
例
会
や
家
族
例
会
の
企
画
開
催
に
よ
り
、
事
業
構
築

の
難
し
さ
を
学
ん
で
も
ら
う
こ
と
で
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向

上
を
図
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　

そ
こ
で
、
29
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
剛
毅
果
断
」。
そ
れ
を

受
け
て
、
委
員
会
の
テ
ー
マ
を
「
Ｃ
ｈ
ａ
ｎ
ｇ
ｅ 

Ｍ
ｙ 

Ｍ
ｉ

ｎ
ｄ
！
意
識
改
革
」
と
し
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
事
を
ま
だ
分
か
ら
な
い

会
員
に
、
ま
ず
は
Ｙ
Ｅ
Ｇ
を
楽
し
み
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
を
学
び
、
Ｙ
Ｅ

Ｇ
の
大
変
さ
を
知
る
事
に
よ
っ
て
生
ま
れ
て
く
る
考
え
や
、
意

見
を
活
発
に
交
換
で
き
信
頼
で
き
る
仲
間
作
り
の
き
っ
か
け
が

で
き
、
新
入
会
員
だ
か
ら
こ
そ
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
斬
新
な
発

想
で
、「
ア
ン
ト
レ
・
キ
ッ
ズ
」
や
「
ま
ち
歩
き
」
に
続
く
新

　

青
年
部
の
皆
様
は
ビ
ジ
ネ
ス
系
委

員
会
の
活
動
に
満
足
し
て
く
れ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。
業
種
、
職
種
も
様
々

な
仲
間
の
集
ま
り
で
あ
る
青
年
部
。

ゆ
え
に
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
が
考
え

る
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
課
題
も
様
々
。
ビ

ジ
ネ
ス
系
委
員
会
の
活
動
の
根
幹
は

「
会
員
の
資
質
向
上
」
で
す
が
、
背
景
の
異
な
る
メ
ン
バ
ー
に
、

忙
し
い
時
間
を
割
い
て
参
加
し
満
足
し
、
ま
た
出
席
し
た
い
と

思
え
る
例
会
・
事
業
を
企
画
で
き
る
か
は
大
き
な
課
題
で
す
。

　

青
年
部
の
新
た
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
剛
毅
果
断
」。
そ
の
中

で
中
核
と
な
っ
て
い
る
コ
ン
セ
プ
ト
が
「
火
種
人
材
」
で
す
。

小
さ
な
火
種
が
大
き
な
炎
に
な
る
よ
う
に
、
自
ら
率
先
し
て
行

飛
躍
成
長
委
員
会

飛
躍
成
長
委
員
会

Ｇ
ｏ

－

Ｇ
ｅ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
ｓ
委
員
会

Ｇ
ｏ

－

Ｇ
ｅ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
ｓ
委
員
会

委
員
長　

達　

川　

竜　

司

委
員
長　

佐　

藤　

宏　

隆

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
へ
の
意
識
が
高
ま
り

を
み
せ
る
昨
今
、
学
校
・
地
域
・
企
業

と
の
連
携
に
よ
る
様
々
な
取
り
組
み
よ

り
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
裾
野
が
広
が
り
を

見
せ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
就

職
・
就
業
を
め
ぐ
る
環
境
変
化
に
よ
る

雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
や
、
早
期
離
職
率

の
高
さ
を
鑑
み
る
と
若
者
自
身
の
資
質

の
未
成
熟
等
の
課
題
が
見
え
て
き
ま
す
。
福
井
に
お
い
て
は
、
依

然
と
し
て
優
秀
な
人
財
の
県
外
流
出
に
よ
り
深
刻
な
人
材
不
足
が

動
し
、
他
者
を
巻
き
込
み
、
組
織
全
体
と
し
て
高
い
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
上
げ
て
い
く
。
そ
ん
な
人
材
＝
火
種
人
材
に
自
ら
が
な
り
、

そ
し
て
育
て
る
こ
と
。
こ
れ
が
当
委
員
会
に
与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ

で
す
。
我
々
青
年
部
メ
ン
バ
ー
の
心
に
は
、
志
や
夢
、
野
心
、
大

望
な
ど
様
々
な
形
の
火
が
灯
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
火
は
、
何
も

せ
ず
に
放
置
す
れ
ば
消
え
て
し
ま
い
ま
す
。
誰
か
が
風
を
送
っ
て

や
ら
な
け
れ
ば
、
火
が
大
き
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
当
委

員
会
が
目
指
す
の
は
メ
ン
バ
ー
の
火
を
よ
り
力
強
く
燃
え
上
が
ら

せ
る
こ
と
、
潜
在
的
な
思
い
を
形
に
す
る
手
助
け
を
す
る
こ
と
で

す
。
メ
ン
バ
ー
自
身
の
資
質
向
上
の
機
会
、
さ
ら
に
自
分
を
高
め

て
い
き
た
い
と
思
う
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
。
こ
れ
ら
を
１
年
通
じ
て

高
い
レ
ベ
ル
で
提
供
す
る
こ
と
で
、
課
題
で
あ
る
参
加
者
の
高
い

満
足
度
と
継
続
的
な
出
席
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

そ
ん
な
委
員
会
を
目
指
す
上
で
重
要
な
こ
と
が
、
自
ら
考
え
、

自
ら
動
く
。
動
き
な
が
ら
考
え
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
研
修
で

何
を
扱
え
ば
満
足
度
が
高
い
か
、
ど
う
す
れ
ば
参
加
者
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
上
が
る
か
、
こ
れ
ら
に
は
明
確
な
答
え
が
あ
り
ま
せ
ん
。

大
事
な
こ
と
は
、
自
身
の
知
識
と
経
験
を
元
に
善
い
と
思
う
こ
と

を
判
断
し
、
間
違
え
て
い
た
な
ら
そ
れ
を
正
し
、
旧
弊
に
と
ら
わ

れ
ず
果
敢
に
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
こ
と
で
す
。

　

Ｇ
ｏ

－ｇ
ｅ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
と
い
う
言
葉
に
は
、
何
で
も
進
ん
で
や

る
人
、
自
発
的
に
仕
事
を
す
る
人
、
や
り
手
と
い
っ
た
意
味
が
あ

り
ま
す
。
何
か
を
待
つ
の
で
は
な
く
自
ら
積
極
的
に
し
か
け
て
い

く
。
そ
ん
な
思
い
か
ら
、
こ
れ
を
複
数
形
に
し
た
も
の
を
委
員
会

名
に
選
び
ま
し
た
。
今
年
の
ビ
ジ
ネ
ス
例
会
は
ひ
と
味
違
う
ね
、

面
白
い
ね
と
、
折
に
触
れ
て
語
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
１
年
間
走
り

抜
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
期
待
下
さ
い
。

シ
ン
・
キ
ャ
リ
ア
教
育
委
員
会

シ
ン
・
キ
ャ
リ
ア
教
育
委
員
会

委
員
長　

近　

藤　

友　

則
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平成29年度委員長抱負

叫
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、
子
ど
も
・
若
者
一
人
ひ
と
り
の
キ
ャ
リ
ア

発
達
を
支
援
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
キ
ャ
リ
ア
を
形
成
し

て
い
く
た
め
に
必
要
な
能
力
や
態
度
を
育
て
る
こ
と
を
目
指
し
、

自
分
が
自
分
ら
し
く
「
学
び
続
け
た
い
」「
働
き
続
け
た
い
」
と
強

く
願
い
、
そ
れ
を
実
現
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
基
本
理
念
で
す
。
こ

の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
今
一
度
学
校
・
地
域
・

企
業
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。「
幼
少
期
か
ら
自
分
の
住
む
街
の
魅
力
を
知
り
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
帰
属
に
よ
り
、
地
域
を
愛
す
る
子
ど
も
達
の

増
加
」「
自
分
の
仕
事
に
誇
り
を
持
ち
、
そ
の
魅
力
を
発
信
で
き
る

企
業
の
人
財
の
育
成
」「
就
職
を
目
前
に
控
え
た
学
生
が
、
働
く
こ

と
の
意
義
を
深
く
理
解
し
、
働
く
こ
と
に
情
熱
を
も
て
る
よ
う
な

支
援
」
こ
う
し
た
様
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
私
た
ち
が
積
極
的
に
行
っ

て
い
き
、
認
識
し
て
い
る
課
題
の
解
決
を
目
指
し
ま
す
。

　

私
は
福
井
が
好
き
で
す
。
福
井
が
好
き
だ
か
ら
こ
そ
、
今
の
福

井
は
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま

す
。
学
校
や
地
域
、
企
業
、
若
者
た
ち
が
抱
え
る
様
々
な
課
題
を

解
決
す
る
覚
悟
の
下
、「
企
業
の
人
材
不
足
」
や
「
雇
用
の
ミ
ス

マ
ッ
チ
」「
子
ど
も
達
の
地
域
愛
の
醸
成
」「
若
者
の
キ
ャ
リ
ア
発

達
」
に
私
は
一
石
を
投
じ
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
の
取
り
組

み
に
よ
り
、
今
年
度
、
福
井
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
環
境
は
大
き
く
変

わ
り
ま
す
。

　

今
年
度
我
々
委
員
会
で
は
こ
れ
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
事
業
を

『
進
』
化
さ
せ
、
革
『
新
』
的
な
就
職
支
援
事
業
を
行
っ
て
い
き
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
私
た
ち
企
業
人
が
や
る
べ
き
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

認
識
を
『
深
』
化
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
１
年
を
通
し
て
シ
ン
・
キ
ャ

リ
ア
教
育
委
員
会
が
『
神
』
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
よ
う
、
邁
進

す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

福
井
は
Ｐ
Ｒ
下
手
と
い
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
福
井
に
は
何
も
な
い
と
自
分
た

ち
で
発
言
し
ま
す
。
福
井
は
本
当
に
魅

力
が
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
前
に

私
た
ち
は
福
井
の
こ
と
を
ど
れ
だ
け

知
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
福
井

で
地
域
交
流
や
ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的

に
関
わ
っ
て
い
る
人
た
ち
が
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
で
し
ょ
う

か
。
各
地
域
の
特
産
品
、
工
芸
品
、
祭
り
な
ど
に
ス
ト
ー
リ
ー
が

あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
知
ら
な
い

こ
と
が
多
い
、
そ
こ
が
問
題
な
の
で
す
。

　

平
成
28
年
度
は
「
49
王
国
」「
ま
ち
キ
ッ
ズ
ふ
く
い
」
が
ス
タ
ー

ト
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
触
れ
、
知
る
こ
と
を
始
め
ま
し
た
。

大
切
な
こ
と
は
ま
ず
私
た
ち
自
身
が
地
域
の
宝
、
地
域
の
人
を
知

る
こ
と
で
す
。
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
の
特
産
品
、
伝
統
工
芸
な
ど

の
発
信
に
取
り
組
む
火
種
人
材
が
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
熱
い
思

い
の
あ
る
火
種
人
材
と
接
点
を
持
ち
、
そ
の
熱
を
伝
播
さ
せ
る
こ

と
が
福
井
の
こ
と
を
知
る
第
一
歩
に
な
り
福
井
を
好
き
に
な
る
入

口
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
Ｙ
Ｅ
Ｇ
事
業
に
各
地
域
の
人
を
巻

き
込
み
、
多
く
の
関
係
者
を
巻
き
込
み
、
多
く
の
来
場
者
を
巻
き

込
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
事
業
を
構
築
す
る
と
き
に
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
意
識
し
、
魅
力
的
な
福
井
を
発
信
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
事
業

に
取
り
入
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
こ
で
今
年
度
は
私
た
ち
福
井
Ｙ
Ｅ

Ｇ
メ
ン
バ
ー
が
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
福
井
を
知
り
福
井
の
こ
と

を
好
き
に
な
り
、
さ
ら
に
福
井
の
魅
力
を
発
信
す
る
火
種
人
材
に

な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
積
み
上
げ
て
き
た
経
験
を
活
か
し
つ

つ
、
福
井
の
み
な
さ
ま
の
目
に
留
ま
る
よ
う
な
事
業
を
構
築
し
て

い
き
ま
す
。
地
域
の
方
た
ち
と
協
動
す
る
、
地
域
と
地
域
を
繋
げ

る
、
地
域
の
魅
力
を
発
信
す
る
、
私
た
ち
は
そ
の
チ
カ
ラ
が
あ
り
、

今
こ
そ
発
揮
す
べ
き
で
す
。
そ
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
、

私
が
先
頭
に
立
ち
ま
ず
は
動
く
。
地
域
活
動
、
行
政
そ
し
て
福
井

Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
在
り
方
、
か
か
わ
り
方
を
確
立
さ
せ
る
べ
く
邁
進
す
る

覚
悟
で
す
。

　

福
井
元
気
が
出
る
委
員
会
メ
ン
バ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
福
井
Ｙ
Ｅ

Ｇ
会
員
そ
れ
ぞ
れ
が
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
取
り
組
み
に
参

加
す
る
こ
と
も
大
事
で
す
。
福
井
の
魅
力
を
発
信
す
る
た
め
に
、

地
域
に
入
り
込
ん
で
い
こ
う
。
そ
し
て
、
青
年
経
済
団
体
で
あ
る

福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
取
り
組
む
意
味
を
考
え
な
が
ら
、
福
井
の
魅
力
を

伝
え
る
、
福
井
を
愛
す
る
事
業
を
一
緒
に
構
築
し
て
い
こ
う
。
み

ん
な
で
事
業
を
構
築
、
参
加
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と

続
く
仲
間
づ
く
り
が
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
の
目
的
の
ひ
と
つ
で
も
あ
り
ま

す
。

福
井
元
気
が
出
る
委
員
会

福
井
元
気
が
出
る
委
員
会

委
員
長　

福　

田　

智　

司
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組織図

副委員長　３名
澤田　拓也
竹内　　亨
吉田　純也

副委員長　３名
宮田由紀恵

魅力発信委員会 委員長
天野　準一

森　淳一郎
山村　直主

副委員長　３名
勝見　泰久
下野　　護
枡谷妃香里

副委員長　３名
大滝　智己
田中日奈子
村上　武雄

副委員長　３名
木内　絵美
多田健太郎
吉村　哲一

副委員長　３名
佐々木俊一
前田　和也
松宮　正和

シン・キャリア教育委員会 委員長
近藤　友則

福井元気が出る委員会 委員長
福田　智司

事業考査室
朝田　健一

副会長
藤田　清彦

副会長
坂口　雄介

副会長
五十嵐嘉紀

会　　長
北出　慎吾

直前会長
山岸　範之

監　事
菊　　祥行
森下　峰雪

県連役員
北出　慎吾
清水　孝行
吉田　純也

日本ＹＥＧ
中川　知士
山田　祐司

副会長
柴田　光義

総務・渉外委員会 委員長
小前田　宙

平成２９年度　福井商工会議所青年部　組織図

本組織図は平成 29 年４月の定期総会に提出予定の議案であり、編集時（平成 29 年３月）では
正式決定されたものではありません。

Ｇｏ－Ｇｅｔｔｅｒｓ委員会 委員長
佐藤　宏隆

飛躍成長委員会 委員長
達川　竜司
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衣類・繊維・装飾品

（株）E-GANG
（株）ウエマツ
（株）パリ
山田商店

印刷・出版

（有）いとう印刷
（株）竹下印刷所

飲食・食品

（株）米五
蕎麦Dining 一福
大吉餅
中華四川料理もりた
（株）天たつ
Bau lu touch
焼肉家 優
一翠
SAYA
Grande
500BAR taku

金　融

プルデンシャル生命保険（株）

建材・機械

（株）キャンピオ辻万
（株）ダイナテック
福井宇部生コンクリート（株）
ホクコンマテリアル（株）

建築・設備・工事

（株）石本石材
（株）太田忍工務店
Ｆｉ‐ｅｌｄ（フィールド）
（株）ショ－セイ
（有）東栄ルーフ
VEEma（株）
平成電工（株）
（株）前田美装工業
村上大理石（株）
（株）S.K PLANNING
オーガニックハウジング（株）
積水ハウス（株）
石橋建材（株）

建築・設計

（株）Atelier5
（株）エヌアンドシィオゥ
（株）松宮設計事務所
（株）サンテン・コーポレーション

広告・放送・催事

（有）紅青社
（有）タカラアート
（株）トゥエルブ
（株）デザインスタジオビネン
ヒヨコヤデザイン
（株）ビジュアルライン
（株）福井新聞ＰＲセンター
福井テレビジョン放送（株）
福井放送（株）
Media　Aphrodite（メディア　アフロディーテ）
（株）ライトスタッフ
（有）Ｌａｂ・Ｌａｂ
（株）シー・ディー・アイ

自動車・運輸

（有）アサダモータース
岡山部品（株）
（株）ホンダクリオ福井
（有）マサシ自工

情報・ＯＡ

サンキ（株）
（株）ソニック
（有）詩季

製造・加工

（株）エス・ティ・ケー
（有）勝見金筬製作所
（有）中川鉄工
（株）ナカテック
（株）プロダクト・マイスター
（株）ミテック

保険・相談

（株）アトラス
今井労務経営事務所
行政書士法人 坪川事務所
北出経営労務事務所
税理士法人 合同経営会計事務所

清水法律事務所
林雅紀司法書士 行政書士事務所
弁護士法人ふくい総合法律事務所
三井住友海上火災保険（株）
安田会計事務所
ライフスタイルプラス
AI Support
ソニー生命保険（株）
ジブラルタ生命保険（株）
南和彦税理士事務所
（株）東海日動パートナーズ東海北陸

不動産

（株）林不動産鑑定所
（株）Ｒ.Ｅ.Ａヤマギシ事務所
嶺北殖産（有）
（株）宮永不動産

旅行・旅館

（株）JTB中部 福井支店

卸･小売･サービス

（株）越前かに成前
玩具問屋　大村商店
（株）キシモト商会
（株）キタジマ
（株）クリーニング白洋舎
（株）サイトー電器
酒のタケウチ
（有）土谷
（株）トウカイフクイ
（株）トータルクリーンタカシマ
トライドゥカメラ
福井精米（株）
ラーナニーニャ
（株）ムラタ
（株）山岸和紙店

その他

カイロオフィスYOU癒佑
川端段ボール（株）
（有）グラヴィ
スタッフマネジメント（有）
（株）ダイエイ
（株）フォーカルトラスト
ミリオン協同組合
（株）山形商店

福井商工会議所青年部会員企業一覧
2017 年 ３月１日現在 ／ 109 企業

企業一覧
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新入会員紹介

新

入

会

員

紹

介

新

入

会

員

紹

介

　

当
事
務
所
は
、「
福
井
の
風
土
の
中
で
、
時
の
流
れ
や
季
節

の
移
り
変
わ
り
が
感
じ
ら
れ
る
建
物
創
り
」、「
建
て
主
の
想
い

や
夢
を
大
切
に
し
た
建
物
創
り
」
の
基
、
住
宅
・
店
舗
・
福
祉

施
設
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
建
築
物
の
設
計
・
監
理
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　

平
成
28
年
7
月
に
入
会
さ
せ
て
頂
い
て
か
ら
、
数
ヶ
月
で
す

が
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
で
得
た
経
験
や
知
識
、
仲
間
は
非
常
に
大
き

な
宝
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
共
に
成
長
で

き
る
よ
う
努
力
い
た
し
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

株
式
会
社　

松
宮
設
計
事
務
所

 

松　

宮　

正　

和

　

平
成
28
年
度
に
入
会
し
て
様
々
な
職
業
の
方
と
会
っ
て
、
普

段
や
ら
な
い
こ
と
を
経
験
で
き
ま
し
た
。
海
外
旅
行
に
も
行
き

ま
し
た
。

　

今
年
は
半
年
ほ
ど
県
外
で
研
修
を
受
け
て
い
る
の
で
、
Ｙ
Ｅ

Ｇ
活
動
の
参
加
は
難
し
い
で
す
が
、
ま
た
成
長
し
て
福
井
に

戻
っ
て
き
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

平
成
28
年
4
月
に
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
活
動

内
容
が
全
く
分
か
ら
な
い
状
況
で
、
8
月
の
え
き
ま
え
ア
ン
ト

レ
・
キ
ッ
ズ
を
担
当
し
ま
し
た
。

　

自
分
の
仕
事
を
見
つ
め
直
し
、
真
剣
に
向
き
合
う
機
会
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

地
域
社
会
に
貢
献
し
、「
国
の
礎
」
と
な
れ
る
よ
う
精
励
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

有
限
会
社　

サ
イ
ト
ー
電
器

 

齊　

藤　

孝　

大

　

今
年
度
４
月
の
入
会
以
来
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
に
お
き
ま
し
て
は

大
変
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

私
が
考
え
る
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
素
晴
ら
し
さ
の
一
つ
に
、「
や
っ
て

み
た
い
」
を
「
や
っ
て
み
せ
る
（
魅
せ
る
）」
に
す
る
集
団
、

と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
想
い
を
行
動
に
移
す
に
は
、
ス

タ
ー
ト
に
こ
そ
最
も
パ
ワ
ー
が
必
要
。
そ
の
最
初
の
一
歩
を
、

勇
気
と
自
信
を
持
っ
て
共
に
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
仲
間
に

出
会
え
ま
し
た
。

　

次
年
度
は
魅
力
発
信
委
員
会
の
副
委
員
長
と
し
て
、
想
い
を

行
動
に
移
し
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
魅
力
を
ど
ん
ど
ん
魅
せ
つ
け
て
い
く

所
存
で
す
。

大
吉
餅

 

森　
　

淳 

一 

郎

　

昨
年
7
月
に
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
を
通
じ
て
、
一
人
で
や
れ
る
事
の
限
界
と
仲
間

と
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
生
ま
れ
る
無
限
性
を
つ
く
づ
く
感
じ

て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

株
式
会
社　

シ
ー
・
デ
ィ
ー
・
ア
イ

 

大　

谷　

諭　

史
　

平
成
28
年
6
月
に
入
会
致
し
ま
し
た
。

　

例
会
や
委
員
会
、
様
々
な
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
事
業
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
今
ま
で
に
な
い
体
験
を
す
る
こ
と
で
自
分
の
世
界
が

広
が
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に
事
業
に
参
加
し
、
Ｙ

Ｅ
Ｇ
活
動
に
関
わ
る
こ
と
で
自
分
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
繋
げ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

株
式
会
社　

東
海
日
動
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
東
海
北
陸

 
木　

内　

絵　

美

　

繊
維
の
街
・
福
井
を
世
界
へ
発
信
し
た
く
、
オ
ー
ル
メ
イ
ド

イ
ン
福
井
の
パ
ン
ツ
を
企
画
販
売
し
て
い
ま
す
。
駅
前
活
性
が

ひ
い
て
は
福
井
の
活
性
に
繋
が
る
と
思
い
お
店
を
始
め
て
３
年

が
過
ぎ
、
自
分
の
新
し
い
可
能
性
を
求
め
る
中
で
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
出

会
い
、
平
成
28
年
4
月
に
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
は
参
加
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
楽
し
く
自
分
自
身
の

成
長
に
も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
積
極
的
に
い
ろ
ん
な
事
業
に
参

加
し
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
魅
力
を
自
分
の
言
葉
で
発
信
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ラ
ー
ナ
ニ
ー
ニ
ャ

 

宮　

田　

由
紀
恵

　

平
成
28
年
6
月
に
入
会
さ
せ
て
頂
い
た
桝
谷
妃
香
里
で
す
。

入
会
し
て
以
来
、
た
く
さ
ん
の
方
々
と
の
出
会
い
に
日
々
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
、
未
熟

者
で
す
が
、
自
分
自
身
楽
し
み
な
が
ら
活
動
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

Ｇ
ｒ
ａ
ｎ
ｄ
ｅ

 

桝　

谷　

妃
香
里

　

平
成
28
年
5
月
よ
り
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
例
会
や
委
員
会
に
参
加
し
て
い
く
な
か
で
多
種
多
様

な
方
々
と
交
流
が
で
き
、
入
会
前
と
は
違
っ
た
経
験
を
積
ま
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

自
身
の
研
鑚
を
通
じ
て
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
ま
た
地
域
社
会
の

発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
な
れ
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

株
式
会
社　

ム
ラ
タ

 

大　

滝　

智　

己

株
式
会
社　

ダ
イ
ナ
テ
ッ
ク

 

小　

森　

康　

史
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こ
の
度
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
入
会
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、（
株
）

S.K　

PLAN
N

IN
G

の
佐
藤
と
申
し
ま
す
。

　

当
社
は
主
に
、
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
、
介
護
保
険
を
使
っ
た
工

事
な
ど
し
て
お
り
ま
す
。

　

高
齢
化
が
す
す
ん
で
い
ま
す
が
、
介
護
の
工
事
で
培
っ
た
経

験
、
情
報
を
も
と
に
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
一
所
懸
命
や
っ

て
い
き
ま
す
の
で
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

株
式
会
社　

S.K PLAN
N

IN
G

 

佐　

藤　

誠　

通

新入会員紹介

　

平
成
28
年
11
月
に
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

福
井
市
内
で
工
務
店
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
は
普
段
の
仕
事
で
な
か
な
か
出
会
え
な
い
方
々
と
交
流

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
大
変
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
活
動
を
通
し
て
自
分
自
身
成
長
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
又
、
少
し
で
も
会
の
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ハ
ウ
ジ
ン
グ　

株
式
会
社

 

清　

嶋　

勇　

太

　

昨
年
、
福
井
商
工
会
議
所
青
年
部
へ
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
南
誠
太
郎
で
す
。
税
理
士
を
し
て
い
ま
す
。

　

入
会
し
て
半
年
、
ほ
と
ん
ど
活
動
に
は
参
加
で
き
て
い
ま
せ

ん
が
、
会
員
の
皆
様
が
熱
心
に
福
井
の
街
づ
く
り
の
た
め
に
尽

力
さ
れ
て
い
る
姿
に
は
頭
が
下
が
る
思
い
で
す
。

　

い
ち
会
計
人
と
し
て
、
地
域
経
済
の
役
に
立
て
る
よ
う
懸
命

に
実
力
を
磨
い
て
い
る
最
中
で
す
の
で
、
末
永
く
お
付
き
合
い

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

南
和
彦
税
理
士
事
務
所

 

南　
　

誠 

太 

郎

　

平
成
28
年
７
月
か
ら
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
村
田
幸

治
と
申
し
ま
す
。 

　

青
年
部
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ソ
ニ
ー
生
命
保
険　

株
式
会
社

 

村　

田　

幸　

治

　

皆
様
、
初
め
ま
し
て
新
入
会
員
の
神
田
と
申
し
ま
す
。

　

片
町
で
、500BAR taku

と
い
う
お
店
を
営
ま
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
入
会
を
決
め
た
理
由
と
し
ま
し
て
は
、
夏
祭
り
等

の
イ
ベ
ン
ト
ご
と
の
お
手
伝
い
、
そ
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
の
立
ち

上
が
り
な
ど
の
お
勉
強
を
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
思
い
、
入
会

を
決
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

500BAR　

taku

 

神　

田　

拓　

磨
　

福
井
市
順
化
の
片
町
で
Ｓ
Ａ
Ｙ
Ａ
と
い
う
ラ
ウ
ン
ジ
を
経
営

し
て
い
る
勝
田
紗
綾
で
す
。

　

私
は
勤
務
時
間
が
夜
に
な
る
の
で
参
加
出
来
な
い
時
も
多
々

あ
り
ま
す
が
、
こ
ん
な
素
敵
な
会
に
入
れ
て
頂
い
た
ご
縁
を
大

切
に
し
て
交
流
の
輪
を
広
め
、
先
輩
方
の
姿
か
ら
経
営
者
と
し

て
人
と
し
て
の
お
勉
強
を
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
!!

Ｓ
Ａ
Ｙ
Ａ

 

勝　

田　

紗　

綾

　

平
成
28
年
10
月
に
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
株
式
会
社

ミ
テ
ッ
ク
の
岸
田
で
す
。

　

弊
社
で
は
自
動
化
装
置
の
設
計
、
製
作
か
ら
精
密
部
品
の
製

造
、
特
殊
材
料
の
加
工
な
ど
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
入
会
し
て
ま
だ
日
が
浅
く
ま
だ
ま
だ
慣
れ
な
い
点

も
多
々
あ
り
ま
す
が
、
自
己
の
成
長
と
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
さ
ら
な

る
飛
躍
の
為
に
一
生
懸
命
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
指

導
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

株
式
会
社　

ミ
テ
ッ
ク

 

岸　

田　

幸　

司
　

は
じ
め
ま
し
て
！
新
入
会
員
の
金
曽　

充
孝
と
申
し
ま
す
。

　

私
事
で
す
が
３
年
前
に
１
５
７
日
間
自
転
車
で
日
本
一
周
を

し
て
き
ま
し
た
。
全
国
を
走
り
ま
わ
っ
た
様
々
な
経
験
を
活
か

し
て
福
井
を
全
国
一
番
の
元
気
で
幸
せ
な
街
に
し
て
い
き
ま

す
。
Ｙ
Ｅ
Ｇ
で
も
私
の
信
念
で
あ
り
ま
す
「
あ
り
が
と
う
」
と

い
う
魔
法
の
言
葉
が
一
人
で
も
多
く
の
方
に
届
い
て
繋
が
っ
て

い
く
よ
う
な
活
動
、
実
践
を
心
が
け
て
い
き
ま
す
！

　

若
輩
者
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
精
一
杯
努
力
し
ま
す
の
で
ご
指

導
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ジ
ブ
ラ
ル
タ
生
命
保
険　

株
式
会
社

 

金　

曽　

充　

孝

　

福
井
駅
前
で
結
婚
相
談
所Ai support

（
ア
イ
サ
ポ
ー
ト
）

の
代
表
を
務
め
て
お
り
ま
す
榊
原
右
章
と
申
し
ま
す
。
富
山
か

ら
福
井
へ
移
住
し
て
5
年
に
な
り
ま
す
が
、
と
て
も
住
み
や
す

く
居
心
地
の
良
さ
を
日
々
感
じ
て
い
ま
す
。

　

仕
事
で
は
、
幸
福
度
Ｎ
ｏ
．
１
の
福
井
県
で
成
婚
カ
ッ
プ
ル

を
多
く
出
せ
ま
す
よ
う
に
、
ま
た
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
で
は
、
会
員

の
皆
様
と
の
日
々
の
交
流
や
様
々
な
企
画
か
ら
多
く
を
学
び
、

自
分
自
身
を
成
長
さ
せ
て
い
け
た
ら
な
と
思
い
ま
す
。
今
後
と

も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

Ａ
ｉ　

Ｓ
ｕ
ｐ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ

 

榊　

原　

右　

章
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福
井
テ
レ
ビ　

営
業
部
に
勤
務
し
て
い
る
斉
藤
佑
亮
と
申
し

ま
す
。

　

名
前
も
よ
く
平
凡
・
一
般
的
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
福
井
商
工

会
議
所
青
年
部
の
活
動
で
は
目
立
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
努

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

福
井
に
生
ま
れ
育
っ
た
身
と
し
て
は
福
井
を
盛
り
上
げ
る
活

動
を
し
て
い
る
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
入
会
で
き
た
こ
と
を
非
常
に
嬉
し
く

思
い
ま
す
。

　

24
歳
と
い
う
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
人
間
で
す
が
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
内
で

は
個
性
と
な
る
若
い
力
を
全
面
に
出
し
て
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

福
井
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送　

株
式
会
社

 

斉　

藤　

佑　

亮
　

こ
の
度
、
新
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
積

水
ハ
ウ
ス
の
井
上
淳
次
で
す
。
社
会
人
に
な
り
ま
し
て
か
ら
11

年
間
福
井
で
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
Ｙ
Ｅ
Ｇ

の
活
動
を
通
じ
て
、
よ
り
福
井
に
貢
献
出
来
る
よ
う
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
様
々
な

方
々
と
交
流
を
持
つ
こ
と
で
刺
激
を
受
け
、
自
身
の
成
長
に
繋

げ
ら
れ
る
よ
う
活
動
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

積
水
ハ
ウ
ス　

株
式
会
社

 

井　

上　

淳　

次

　

私
は
福
井
の
繁
華
街
片
町
に
て
平
成
28
年
４
月
に
ク
ラ
ブ
一

翠
（
ひ
す
い
）
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

経
営
者
と
し
て
未
熟
で
す
が
、
ま
ず
１
歩
ず
つ
地
に
足
を
つ

け
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

　

同
じ
く
、
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
入
会
し
数
ヵ
月
し
か
経
っ
て
お
り

ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
福
井
県
の
発
展
の
為
に
も
、
少
し
で
も

貢
献
出
来
る
様
に
志
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
新
し
い
仲

間
が
増
え
こ
れ
か
ら
先
、
苦
し
い
時
、
悲
し
い
時
、
嬉
し
い
時

そ
ん
な
時
間
を
共
感
出
来
る
様
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

一
翠

 

山　

本　

文　

昭

　

石
橋
建
材
㈱
に
勤
め
て
い
る
石
橋
道
友
と
申
し
ま
す
。

　

雨
漏
り
の
調
査
か
ら
防
水
施
工
ま
で
一
括
し
て
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　

今
年
の
抱
負
は
、
本
質
を
見
極
め
伝
え
る
力
を
つ
け
る
こ
と

で
す
。

　

昨
年
8
月
例
会
で
、
自
分
が
思
っ
て
い
る
事
を
相
手
に
伝
え

る
と
い
う
こ
と
が
ど
れ
ほ
ど
難
し
い
事
な
の
か
を
学
び
ま
し

た
。

　

相
手
の
話
の
意
図
や
思
い
を
瞬
時
に
読
み
取
り
、
そ
れ
に
対

し
て
自
分
の
気
持
ち
を
う
ま
く
伝
え
ら
れ
る
人
間
に
な
れ
る
よ

う
に
、
日
々
の
会
話
の
中
か
ら
訓
練
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

石
橋
建
材　

株
式
会
社

 

石　

橋　

道　

友

新入会員紹介
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あじさい会通信／おめでた／西木田通信

朝　

井　

 

新
河
戸
さ
ん
、
今
年
度
初
め
て
の
青
年
部
事

務
局
お
疲
れ
様
で
し
た
！
１
年
振
り
返
っ

て
、
青
年
部
へ
の
イ
メ
ー
ジ
や
印
象
は
ど
う

で
す
か
？

新
河
戸　

 

そ
う
で
す
ね
、
皆
さ
ん
お
仕
事
を
し
な
が
ら

青
年
部
と
し
て
こ
ん
な
に
沢
山
の
活
動
を
さ

れ
て
い
る
ん
だ
と
驚
き
ま
し
た
。

朝　

井　

 

皆
さ
ん
熱
い
思
い
を
持
っ
て
取
組
ん
で
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
か
ら
ね
。
あ
ま
り
に
一
生
懸
命

で
家
庭
な
ど
大
丈
夫
な
の
か
、
た
ま
に
不
安

に
な
る
く
ら
い
で
す
が･･･

。
新
河
戸
さ
ん

に
は
役
員
会
や
例
会
な
ど
様
々
な
事
業
を
担

当
し
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
学
ぶ
部
分
も
多

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
青
年
部
の
方
と

の
繋
が
り
も
出
来
、
楽
し
み
な
が
ら
事
務
局

を
担
当
す
る
様
子
が
見
ら
れ
て
私
も
安
心
で

し
た
。

新
河
戸　

 

最
初
は
、
１
０
０
人
以
上
い
ら
っ
し
ゃ
る
皆

さ
ん
の
名
前
を
覚
え
ら
れ
る
の
か
不
安
で
し

た
が
…
役
員
会
や
例
会
、
近
ブ
ロ
に
行
き
、

皆
さ
ん
と
お
話
し
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
は
特
に
楽
し
み
な
が
ら
担
当
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

朝　

井　

 

よ
か
っ
た
で
す
。
最
後
に
今
ま
で
事
務
局
さ

せ
て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ

し
て
新
河
戸
さ
ん
、次
年
度
は
「
剛
毅
果
断
」

に
頑
張
っ
て
下
さ
い
！

新
河
戸　

 

こ
の
流
れ
、
2
年

前
の
会
報
福
居
に

も
あ
っ
た
よ
う

な
・
・
・
っ
て
朝
井

さ
ん
待
っ
て
下
さ

い
！
来
年
も
、「
剛

毅
果
断
」
で
頑
張
り

ま
し
ょ
う
よ
。

西
木
田
通
信

　
あ
じ
さ
い
会
会
長
２
年
目
の
吉
岡
で
す
。
昨
年
の
総
会

会
場
は
、
４
月
28
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ハ
ピ
リ
ン
。
青
年

部
時
代
よ
り
深
く
街
作
り
に
参
加
し
て
き
た
我
々
に
と
っ

て
、
現
状
に
お
け
る
福
井
市
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
総
会
を

し
た
い
と
思
い
、
か
な
り
前
よ
り
計
画
し
て
い
ま
し
た
。

開
業
と
と
も
に
、
ビ
ル
内
を
テ
ナ
ン
ト
含
め
て
色
々
と
下

見
し
、
ハ
ピ
リ
ン
ホ
ー
ル
で
の
開
催
を
決
定
。
ケ
ー
タ
リ

ン
グ
の
段
取
り
が
、
実
績
も
な
く
若
干
苦
労
は
し
ま
し
た

が
、能
舞
台
の
見
学
も
で
き
て
、い
い
感
じ
の
会
合
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。
新
入
会
員
10
名
も
加
わ
り
、
会
員
総
数

も
１
０
０
名
に
限
り
な
く
近
づ
き
ま
し
た
。

　
秋
は
、忘
年
会
を
計
画
。
テ
ー
マ
は
ワ
イ
レ
ッ
ド
の
心
。

冴
え
な
い
、
古
く
さ
い
テ
ー
マ
で
す
。
と
は
い
え
、
中
身

に
手
を
抜
く
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
彩
り
と
し
て
、
ア

ン
サ
ン
ブ
ルm

irai~

未
来~ 

の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
。
コ
カ
リ
ナ
、
キ
ー
ボ
ー
ド
、
３
名
の
女
声
コ
ー
ラ
ス
。

曲
目
も
参
加
者
に
合
わ
せ
た
選
曲
で
す
。
最
後
は
皆
、
翼

の
折
れ
か
け
た
メ
ン
バ
ー
に
「
翼
を
く
だ
さ
い
」
を
合
唱

し
て
頂
き
、
羽
を
つ
け
て
帰
路
に
つ
い
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
商
工
会
議
所
青
年
部
も
、
数
人
で
発
足
し
て
か
ら
40
年

余
り
。
あ
じ
さ
い
会
組
織
も
歴
史
を
刻
む
ご
と
に
メ
ー

バ
ー
も
増
え
一
つ
の
大
き
な
団
体
力
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
青
年
部
活
動
に
て
、
声
が
足
り
な
い
と
き
は
応
援
に

い
つ
で
も
駆
け
つ
け
ま
す
。
後
は
会
員
相
互
、
切
磋
琢
磨

し
、
商
工
業
の
発
展
、
社
会
貢
献
に
寄
与
し
、
さ
ら
な
る

発
展
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
あ
じ
さ
い
会
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

あ
じ
さ
い
会
通
信

あ
じ
さ
い
会
通
信

結婚
おめでとう
結婚

おめでとう

こんにちは
赤ちゃん
こんにちは
赤ちゃん

天野準一会員

お誕生日
平成 28年 12月 15日
お名前
　天野結惟（ゆい）
ひと言（赤ちゃんから）
　パパ大好き♡♡

お誕生日
平成 28年 12月 15日
お名前
　天野結惟（ゆい）
ひと言（赤ちゃんから）
　パパ大好き♡♡

１．結婚日
２．配偶者のお名前および旧姓
３．なれそめ
４．相手の呼び方
５．ひと言（夫婦各々）

１．結婚日
２．配偶者のお名前および旧姓
３．なれそめ
４．相手の呼び方
５．ひと言（夫婦各々）

１．平成 28年 11月１日
２．髙橋みさき
３．客先の従業員さんで前から知り合いだった。
　　一緒に遊びに行くのがきっかけ。
４．みさきちん
５．幸せ太りした～
　　あと２キロ増えたら離婚です（笑）

１．平成 28年９月７日（入籍）11月３日（式）
２．丸田歩美
３．２人の趣味であるスノーボードがきっかけ
４．あゆみ　かず
５．仕事、家庭、青年部、うまく両立してやっていきます。

前田和也会員前田和也会員
上松悦志会員上松悦志会員


